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神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

日向川下流域に生息するヤマセミの観察(9)

―一ヤマセミの繁殖行動について一一

神 保 健 次
薫 ・ 神 保  忍

思

Notes on the J4panese Pied Kingfisher

in the Hinata Rivlr(9)

Kenji JinbO and ShinObu Jinbo

は じ  め  に

神奈川県厚木市玉川地域におけるヤマセミの観察は,1981年 から実施 している。都市化

の傾向が増々強くなる同地域であるが,ヤ マセミの繁殖行動はほぼ毎年確認されている。

筆者らは,こ のことに注目すべきものがあると考え,同 地でのヤマセミの定着度を追求す

るための観察を行っている

これまでの観察状況についての報告は,神 奈川県立自然保護センター調査研究報告 1

(1984),2(1985),3(1986),4(1987),同 センター報告 5(1988),6(1989),7

(1990)に とりまとめて述べてきた。
一方,ヤ マセミの繁殖行動についての報告は極めて少なく,神 奈川県内では, 日向川下

流域に生息するヤマセミの観察 (神保ら,1984)が ある程度である。

本報では,玉 川地域で観察されたヤマセミの禁殖行動のうち,産 卵,抱 卵期を含む時期

に観察された求愛給餌と交尾行動の発生状況について報告する。

本調査を行うにあたって,神 奈川県立自然保護センター,厚 木市七沢,小 野,岡 津古久

各地区の方々から数多くの情報をいただいた。

また,現 地調査に際しては,塩 沢徳夫, 坂 本堅五, 伊 藤治, 霜 島庶雄, 新 倉三佐雄,

相原守,遠 藤章,回 田道則,風 巻比呂子,前 田ゆかり,小 室千恵,山 口千恵子,安 藤達彦

氏ら多くの方々の協力を得た。ご協力いただいたこれらの方々に深 く感謝いたします。

調査場所および観察方法

調査地である神奈川県厚本市玉川地区を図 1に示す。この場所は丹沢山塊の主要峰の一

つでもある大山 (1245m)の 東部山麓に位置している。付近は住宅地等の開発が進んでい

る農村地帯で,厚 木市内でも環境改変が著しい地域でもある。同地区内には大山を水源と

する日向川,七 沢川の二つの川が存在している。ヤマセミの番が二つの川沿いを行動圏と

していることは筆者らの調査ですでに判明している。また,い ずれの川沿いにもヤマセミ

※横浜市緑政局 Green Envtronment ttministration Bureau Of YokohamB

※※日本動物行動学会 Japan Ethological society



が休息,採 部等を行うための決った場所 (筆者らはこの場所を 「定留場所」と名づけてい

る。以後本報ではこの場所を定留場所と呼ぶ)が 確認されている。定留場所は七沢川の下

流に1か所,日 向川の中流および下流で2か所存在している(1984,神保ら)(図 1参照 兆

玉′ri小学按

こ      うp0
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村

住

宅

地

1000m

図 1,玉 川地区に確認されたヤマセミの定留場所 (★)

ヤマセミの日常行動を数多く観察するには,定 留場所が最もふさわしいと考えられた。

そのため,求愛給餌及び交尾行動の観察はそれぞれの川沿に確保された定留場所で行った。

観察はヤマセミに気付かれないようにするためにブラインドを設置して行った。ブライ
ンドからヤマセミの止り場となっている位置までの距離は各定留場所の地形的状況で差が

あるが,平 均ユ5mで あった。

次に抱卵観察である。本種の巣穴の形状からして,外 部観察の方法で抱卵が開始された

ことを知ることは困難である。そのため,抱 卿行動の判断は, 1,造 巣行動の終了を意味

する嘴等に上の付着が認められなくなったこと, 2,一 定の時間間隔で規則的な巣穴への
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出入交代が番に認められるようになったこと。 3, 1日 当りの水浴び回数が4,5回 から

1, 2回 に減少するようになったこと。以上述べたヤマセ ミが示す行動等の状況から抱卵

の開始を判断した。

産卵,抱 卵中などの個体は巣穴への観察者の接近を非常に警戒する。そのため,観 察は

巣穴 との距離約100mの 位置から望遠鏡 (20倍)を 使用し観察 を行った。巣穴 を出た個体

が移動 した場合は,追 跡により個体を発見,移 動後の位置をフィールドノートに記録 した。

調 査  結  果

1.求 愛給餌

求愛給餌行動は繁殖期初期に雄が雌に向って行う儀式的行動動作で,配 偶関係を維持 し,

交尾行動を円滑に行 う効果などの役割があるものと考えられる。

ヤマセミの求愛給餌行動が観察 された場所は,日 向川,七 沢川の定留場所であった。定

留場所以外で観察 された例は一度もなかった。
一方,玉 川地区におけるヤマセ ミの求愛給餌の行動が観察 されたのは 3月 及び4月 の両

月に限られた時期であった (表lL

表1.二 川地区で観察されたヤマセミの求愛給郎と交尾行動

年 月 日 時   間
・

行 動

1982.3.30

3.30

０

　

２

05

56

交尾

交尾

1 9 8 3 . 3 . 9 11:17 交尾

1 9 8 9。 3. 1 7 1 1 : 3 5 求愛給餌

3. 29 1 6 : 2 0 求愛給餌

3.30

3 . 3 0

5:48

5:58

交尾

求愛給餌
４

　

４

３

　

３

6:04

6:13

交尾

求愛給餌
４

　

４

０

　
５

４

　
５

４

　
４

交尾

求愛給餌

4 .  1 4 14:25 求愛給餌

4. 19 17:25 求愛措餌

1990.3. 17

3. 1 7

00

35

求愛給餌

求愛給餌

3:18 6:55 交尾

3.24 1 2 : 0 0 求愛給餌

3.27 6:00 求愛給餌

4 .  1

4 .  1

５

　

５

５

　
５

３

　
５

求愛給餌

交尾
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過去,最 も早い時期に観察された求愛給餌は,1989年 3月17日11時35分 (AM)の例であ

った。また,お そかつたのは1989年4月 19日17時29分の例であった。

次にヤマセミの求愛給餌の動作について述べる。魚を捕えた雄はそれを嘴にくわえて別

の上り場に待つ雌に接近することが多く認められた。しかし,雌 自身が雅の方に飛来する

場合も観察された。雄が捕えていた魚種は,オ イカワ及びアプラハヤの2種 であった。次

に雄の嘴にくわえられた魚の姿勢であるが,雄 は魚の頭を先にして雌に差し出していた。

給餌を受けた雌は位置を移動せずにその場で魚を味下することが観察された。

ヤマセミが魚を捕食する際,捕 えた魚を嘴を使つて岩などにたたきつけてから飲込む。

同様なことは飼育個体がすでに死亡した魚を鳴下する際にも観察 されている行動である

(1985,神保らたしかし,求 愛給餌のとき,雌 は雄から受け取った魚を上り場などにたた

きつけることなく哺下した。
一方,雄 が差し出した魚を雌が受け取り拒否した例が,1981年 4月 16日12時11分と1990年

3月25日7時 12分 (AM)の 2例観察されている。いずれの場合も,魚 の受け取り拒否をさ

れた雄は自分自身でその魚を食すことが観察された。

玉川地区内にはカワセミも定着し、ヤマセミと同様に周年生息し繁殖している。繁殖初

期においてはカワセミもヤマセミと同様に求愛給餌を行う習性がある。小笠原 (1977)に

よれば,カ ワセミの場合の求愛給餌の行動は巣穴が完成するまでつづくが,抱 卵期になる

と行うことはないと言われている。ヤマセミの場合には抱卵期中であつても求愛給部の行

動が観察されていた。

造巣期と抱卵期に番が示す活動状況には明確な差が認められた (図2, 3た

某内

15 . 9 %

定留場所

5 3 .  1 %

定留場所

5 7 . 6 %

図 2.造 巣期のヤマセミの活動



定留場所

58  4 %

巣内

4 0 . 5 %
定留場所

52.8%

図 3.抱 卵期のヤマセミの活動

筆者らは1989年3月 16日に日向川下流に存在する崖で,造 巣最中のヤマ七ミの番を確認

している。同日の観察時間は9:00～ 16:00までの420分間である。雄が造巣作業及び巣

穴付近で確認 された時間は67分間,雌 もほぼ同一の69分間が巣穴付近で観察されている。
一方, 3月 16日にヤマセミの番が定留場所で観察された時間は,雅が223分間,雌 は242

分間でいずれの個体も定留場所で過ごす時間が巣穴付近で過ごすより長かつた。この状況

は,ヤ マセミの造巣活動がもっぱら早朝と夕方に集中している (神保ら1989)こ とを示し

ているといえよう。

ヤマセミの番が示す行動から判断して,1989年の抱卵開始日を造巣行動観察後12日目の

3月27日頃とした。筆者らが3月27日を抱卵開始日としたのに対し, 5月 2日 には魚 (魚

種不明)を 巣穴に運び込む番の行動が観察された。この番の行動は雛の霧化を示し,育 雛

行動が開始されたこと、を意味する。そこでヤマセミの抱卵開始日を改めて求めるため,巣
への魚の運び込みが観察された 5月 2日 から本種の抱卵日数 (30日～33日)分 を差し引い

てみた。その結果,抱 卵開始日は筆者らの推察 した日とほぼ一致していた。

同様な観察方法で推察 した1990年のヤマセミの抱夢口開始日は3月 24日である。

玉川地区に生息するヤマセミの繁殖行動を,番 が示す行動から区分してみると, 3月 中

旬頃までが造巣期,同 下旬頃から産卵,抱 卵が開始されていることが推察できる。つまり,

3月 は造巣,産 卵, 4月 が抱卵となる。

そこで, 3月 , 4月 のそれぞれの月の求愛給餌の割合を求めることで,玉 川地区のヤマ

セミにおける造巣,産 卵期と抱卵期の求愛給餌の発生状況を検討してみたい。前述 したよ

うにカワセミの場合は,造 巣活動の終了と共に求愛給餌行動は観察されないと言われてい



る。ところが,ヤ マセミの場合,1989年の例でみると抱卵開始後の3月 29日,同 30日, 4

月3日 ,同 11日,同 14日,同 19日について求愛給餌行動が観察された。同様な状況は1990

年 3月24日,同 27日, 4月 1日 についても観察されている。

なお,調 査開始から現在までの求愛給餌の確認総数は12回である。また,求 愛給餌の発

生状況を時間別に求めてみると,午 前,午 後ともに6回 の数が認められている。次に,求

愛給餌の発生を時間別に求めると5時 ～7時 (4),10時 ～12時 (3),14時 ～17時 (5),

(カッコ内は観察数)で ,そ の発生状況は野外環境下のヤマセミの採餌時間帯とほぼ一致

していることが判明した。

2.交  尾

ヤマセミの交尾が最も多く観察された場所は, 日向川,七沢川沿いの定留場所であった。

観察例は少ないが,巣 穴が存在する付近の樹木の止り場でも確認された。

これまでに観察されたヤマセミの交尾回数は,1982年(2),'83年(1),'89年(3),
'90年

(2)(カ ッコ内は例数)で あった (表1参照た ヤ マセミの交尾が観察されるのは

3月と4月に限られ, しかも3月中に発生する割合が4月よりも高かった。同様な割合は

求愛給餌の際にも示されている (図4,5た

図4.月 別に見た求愛給部の発生状況 図 5.月 別の交尾発生の状況

求愛給餌行動が交尾行動を円滑に行 うための意味のディスプレーであると考えられてい

ることはすでに述べてきたとうりであるが,交 尾と求愛給餌行動の関連性 を検討するため,

改めて求愛給餌が観察 された同一日の交尾行動の発生状況 を求めてみた。その結果,!求愛

給餌行動と交尾行動が同一の日に観察 されたのは,1989年 3月 30日,同 4月 3日 ,同 11日,

4月 . 2 9 %
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'90年
4月 1日 でその発生率は20%で 決 して高い割合ではなかった。

なお,求 愛給餌行動後に交尾行動の発生が25%の 割合に対 して,交 尾後の求愛給餌が75

%の 高率で発生 していた (図6比

図 6.求 愛給郎と交尾の状況

また,交 尾の発生時間率を午前,午 後に区分してみると, 8回 観察されたうち, 6回 が

午前, 2回 が午後であった。交尾は早朝に集中して観察されることも判った。

ま と  め

ヤマセミが魚を食す場合,す でに死亡した魚であっても止り場にたたきつける動作を行

うことは,飼 育個体によっても観察されていることはすでに述べた。一方,求 愛給餌の際

に雄から受け取つた魚を雌はたたきつけることなく哺下していた。これと同様に,巣 立ち

後の幼鳥が親鳥から魚の給餌を受けた場合も止り場にたたきつけることなく廉下すること

が観察されている。

このような状況から魚のたたきつけ行動を推察すると,ヤ マセミは,自 身で捕えた魚で

あればその生死にかかわらず 「魚のたたきつけ行動」を行い,相 手から給餌されたものに

ついてはその行動を行わない可能性が考えられた。

求愛給餌行動の発生は造巣時期よりも交尾後と産卵期に高い割合で観察されている。こ

の状況から考えると,単 に求愛給餌行動が交尾等を円滑にするための儀式的な行動の他に

別の意味も含まれている可能性が推察された。その一例として考えられるのがヤマセミ自

身の食物確保の方法である。ヤマセミの食物確保は,止 り場から水面 (水面までの距離は

lm～ 10m位 )へ の激 しいダイビング行動が不可欠である。産卵間近の雌個体への肉体的

求愛給餌後

の交尾 25 %

交尾後の求愛給餌

75 %



影響も考えられよう。そこで,仮 に求愛給餌の行動を雄が雌に対して示す肉体的保護行動

と推察 した場合,交 尾行動後に求愛給餌が高率で観察されることと一致するのではないだ

ろうか, しかし,こ れだけのデータだけでヤマセミの求愛給餌行動がどのような意味をも

っているかについては論じきれない。今後さらに観察を続けて多くの資料を集積し,分 析

考察する必要がある。

文   献
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神奈川県立自然保護センター報告第 8号 (1991)

東丹沢におけるタカチホヘビの分布について

富 田 京 一X

Distribution Of Acれa′J角切S SPJttα′,S in the Eastern

part of Tanzawa Mountains.

Kyohichi ToMITA

は じ  め  に

タカチホヘビ Acあa′jtts spj″aどお は夜行性で昼間は倒木などの下に潜んでいるため人

目につきにくく,珍 しいヘピのように思われているが,決 して稀ではなく場所によっては

他のヘビより個体数が多いこともある (中村 。上野,1963た神奈川県下におけるタカチホ

ヘビの記録は三浦半島で多く,記 録の総数は同じナミヘビ科のヒバカリよりも多いという

(柴田,1968た しかし,丹 沢地域では本種の記録は乏しく,札 掛において際死体が確認さ

れたものが最初である (柴田,1972鴻 今回,東 丹沢地域のヘビ類の分布についての調査を

行ったところ,本 種についての知見が数多く得られたので報告する。

調 査  方  法

榛死体を含め路上でみられる死体は DORの caどθ“Roaどの略)と 呼ばれ爬虫 。両生類

相を調査する上で重要である (千石,1981た 一般的に出くわす頻度が低いヘピ類の分布を

調べる場合に,DORは 移動することなくしばらくの間路上に残されており生きている個

体よりも発見しやすいため。今回の調査は調査地域内の舗装道路を歩き回り目撃したヘビ

類のDORを 記録する方法でおこなった。しかし,損 傷がひどく同定困難なDORに つい

てはデータ外とした。またDORの 他にも,路 上に出現した生きている個体や残されたぬ

けがらなどもデータに含めた。調査は1990年4月 ～11月の期間に計36回おこなった。タカ

チホヘビのDORは 他種のヘビと比較 して大きさ,体 色などの特徴から区別しやすいが,

ヒバカリのDORと 類似 しているため中村 。上野 (1963)に従い以下の形態的特徴から本

種とヒバカリを区別した。
・本種の頭部はヒバカリより小型で細長く,目 も著 しく小さい (図1た

。本種の尾下板は2分 していないが, ヒバカリの尾下板は2分 している (図2)。

また,本 種の尾下板の中央に暗褐色の縦条線がみられるが,ヒ バカリでは尾下板の

外側の端に黒い斑紋がみられる。

※丹沢爬虫両生類研究会 Tanzawa nerPctological Socicty
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図 1.タ カチホヘビの頭部背面(A)と頭部側面(a)ぉょびヒバカリの頭部背面(B)

と頭部側面(b)

A

図 2.タ カチホヘビの総排泄日付近(A)およびヒバカリの総排泄日付近(B)
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調査結果および考察

今回の調査で20個体のタカチホヘビが19地点で確認 され,1989年 10月16日に秦野市弘法

山で見沢康充氏により確認 された例 も加えると東丹沢地域の計20地点で本種の生息が明ら

かになつた (図 3)。

震

川

町
淳

久

井

町

山

北

町

伊

勢

原

市
松

田

町
秦

野

市

図 3.東 丹沢地域におけるタカチ本ヘビの確認地点 (●は確認地点を示している)
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確認された時期は5月 に1回 , 7月 に6回 , 8月 に4回 , 9月 に2回 ,10月 に5回 ,11

月に2回 で,地 域的には厚木市 5,藤 野町 4,城 山町 3,津 久井町 3,愛 川町 2,相 模湖

町 1,清 川村 1であった (表1鴻

表 1.東 丹沢地域で確認されたタカチホヘどの記録 (確認地点の番号は図3
の番号を示している。備考の※は見沢康充氏により,X※ は田仲利和氏に

よって発見されたものである9

書 号 由“年月日 おH亀 培名 (■“亀点の手号) 付 号

1980,10.18 B野 市弘速山 (20〕 DOR'

2 1980, S, E"町 敬庁 〔2) noR

3 , . 7. E野 町背井 (3) Lか れた直後で生きていた

4 ″ . 7 , 7 E野 町菅井 (4) DOR

5 ″ .7,1 “野町沢井 (1) シEマ ダラDORの Hの 中●

6 ″  . 7.28 津久井町桜野 (10) DOR

7 ″  . 7.28 津久井町主嵐根 (11 D O R

8 ″  , 7.28 ■川町真を倉 (12) DOR

9 ″ .8.4 旧慎出町キ木虫 (5) DOR
″  . 8.24 E川 村住 ケ舎 (14) DOR●
″  , 8,24 n川 町八書神社 で13) na凛

2 "  . 8.27 津久井町三井 (6〕 DOR
" .9.15 瞬山町中沢 (7) DOR"
″ 。 3.1 出山町中沢 て8) DOR
' ,10, 7 ぼ末南低山口書 て18) DOR

' ‐ 10ム 7 ぼ木商宜山 (17) DOR
, .10. 7 直 未 古 年 山 由 出 お れ て1 7 】 DOR

″ .10。 7 ば末市打出 て18〕 DOR

″ 。10. 7 E木 市岩張 (15) DOR

城山町小倉 〔9) DOR.八 付神社付近

″ .11.9 厚木帝七択 (19) DOR,自 窓保ロセンター内

この結果とあわせて清川村札掛からも報告がある (柴田,1972)こ とから,本 種は今回

発見されてなかつた伊勢原市 を含む東丹沢ほぼ全域 に生息 していると考えられる。また,

今回の調査で出現 したヘビ8種 類の総出現回数は57であったが, タカチホヘビの出現回数

は20と最も多かった (表2)。

表2.調 査で出現したヘビ類

租   名 出現日政
タカチ ホヘ ピ

シマヘ ピ 8

ジムグリ

アオダイショウ a

シロマ ダラ 8

ヒパカ リ S

ヤ マ均ゴ シ

こ ホンマム シ 1

合   併



ユ3

この結果は,本 種が横須賀市の一部地域において出現する頻度の最も高いヘビである (

青木,1978)の と同様に,東 丹沢地域においても最も発見される頻度の高いヘピである可

能性を示している。しかし,あ くまでも1990年4月 ～11月の間に限った場合についてのこ

とであり,今 回の調査期間がタカチホヘビの出現しやすいものだったと考えることもでき

る。タカチホヘビの新しいDORの 多くは雨の晩や翌朝に発見されたため,調 査期間中に

雨の日が多いほど本種のDORが 発見されやすい可能性もあるので継続的な調査が必要で

ある。例えば,自 然保護センターの野外施設周辺について1989年の4月 ～11月の間20回調

査をおこなったが本種の確認はできなかった (富田 ・見沢,1989)が ,今 回の調査では11

月9日 に自然保護センターわきの路上でDORを 確認することができた。タカチホヘピが

DORで 発見されやすいのは乾燥に弱 くミミズなどをたべている (千石,1979)こ とから,

雨の晩の附上は湿度が高いのと同時に餌となるミミズが多いため,本 種が道路に出現する

機会が増えるためだと考えられる。また東丹沢で本種のDORが 発見された道路のうち11

例 (図3:確 認地点番号1,2,3,4,5,6,7,8,10,14,15)が両側あるいは片側が切り立った崖

であり,道 路は森林から急に落込んで巨大な側溝あるいは トラップ状になっていた (図4兆

図4.タ カチホヘビのDORお よくみられた道路の状況

これから同属で本種と類似 した生活様式の A.T,ルsce,sが 偶然に落ちたり雨で流され

て側溝で発見される(Karsen et alⅢ1986)の と同様に,タ カチホヘビも生息場所から道路

へ集められてDORと なった可能性も考えられる。比較的に切通しがよくみられる横須賀

市で本種の発見例が多いのは,前 述のような状況の道路が多いためであることを示唆して

いる。タカチホヘビのDORの うち藤野町菅井で発見された個体は頭胴長131.飾吼尾長36

.8mで あり,発 見された本種のDORの 中では最小であった。サイズから考えるならばこ

の個体は孵化直後である可能性があり,発 見された7月 7日 から遡って東丹沢における本

種の産卵期を推定するとおよそ5～ 6月 とみられる。この他,藤 野町沢井で発見された個

体はシロマダラDORの 腹の中からはみ出ていた (写真 2)た め,野 外における本種の捕

食者のひとつとしてシロマダラを挙げることができる。
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写真 1.傑 かれた直後のタカチホヘピ (津久井町韮尾根)

写真 2.シ ロマダラDORの 腹から飛び出しているタカチホヘピ(失印)
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摘  要

東丹沢地域においてヘビ類のDORを 中心とした分布調査 をおこなったところ,そ の結

果としてタカチホヘビに関する知見が得 られた。本種は東丹沢地域ほぼ全域に分布 してお

り,調 査地域のヘビの中では最もDORと して発見されやすい種類であった。
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神奈川県立自然保護センター報告第 8号 (1991)

神奈川県におけるセミ類の

生息状況について(2)

古 内 昭五演「
※ ・荒 井 和 俊

※ ・鈴 木 一 子
栄

Distribution of 6 species of Cicada in Kanagawa Prefecture(2)

ShogOrO HuRUUCHI,Kazutoshi ARAI and Kazuko SuzuKI

は じ  め  に

県立自然保護センターでは,1985年に第 1回のセミ類生息調査を行った (平野内 ・野口
・岡田1986)。今回,第 1回調査と同様にアプラゼミ,ニ イエイゼミ, ミンミンゼミ, ヒグ

ラシ,ツ クツクボウシおよびクマゼミの6種のセミ類 (以下 6種 のセ ミ類)に ついて, 5

年後の経過状況を把握するため,第 2回 目の調査を行なったので,そ の結果をここに報告

する。

調 査 方 法

この調査は,1990年 9月 から11月にかけてアンケー ト方式により行った。調査対象は,

神奈川県在住の日本セ ミの会会員,神 奈川県昆虫談話会会員,三 浦半島昆虫研究会会員,

自然観察指導員連絡会会員, 日本野″島の会神奈川県支部会員,猟 友会会員,自 然環境保全

指導員,自 然公園指導員,鳥 獣保護員,神 奈川県愛鳥モデル校等で,こ れらの中から1市

町村 (横浜市,川 崎市は区)当 り5名 から20名以内を抽出し,計 580名に ァンケー ト調査

票 (表1)を 送付した。回答は過去5年間の6種の生息状況について,該 当する記号を○

で囲む選択式と記述式を併用した。

表1調 査 票

を, , t E ル で, □ 1 8 につ |ヽ 【l a . ●O L 8 人 口いと' .

“, “ l l 〔●■●合は. や 0 中 面 t t “ D 。と, 8 り 虫“. 日 よいの8 ■について,

P H ・電し. | | ●についていや名とで, と , お り■負■, 日 ■●●日■についてい.

は出す●口に0 碑 t “ 入して , 3 Ⅲ .

t 日材口'   B  : : ' ヽt ' , につヽ`てし円い0 カ は■口おして , ●ヽヽ `

と,鳴 のⅢ“

lh: B48

o全くえらI Lとい…お■'年l tり口にと,日B tし てらtヽ

o日■●0●■,・,…と,鳴の日本のと向快■●"田して0 1 8入 して, 3い .

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center



回収 した調査漂 は種類及び市町村 (区)丹Jに集計 し, さ らにメッシュ単位で生息分布図

を作成 した。

メッシュ図は,神 奈川県の10万分の 1の地形図を,東 西約1.45km・

したもので,メ ッシュ数は,神 奈川県全体で1,6601Bとなった。

なお,神 奈川県全体のメッシュ数を総メッシュ数,生 息 していたメ

ュ,確 認された総個体数は単に個体数,1985年の第 1回調査を前回,

と呼ぶことにする。

南北約1.15kmに区分

ッシュを生息メッシ

第 2回の調査を今回

Ｎ
Ａ
ギ
＋
―

東 京  済

相 模  済

図1.神奈川県の市町村(区)別配置

調 査 結 果

調査対象者数は580個 (人)で ,回 収数は311個 (人),回 収率は53.6%と なり,前 回の

44.3%を 上まわった。回収地域は前回同様に相模川以東在住者の回答が多かった。

1.種 類ごとの生息状況

( 1 ) . ア ブ ラ ゼ ミ C r a ガ c P S a ′ル サ2角 2 g r。わ s c a′a  M O T S C H u L S K Y

生息の有無は,前 回 「確認できた」が205人 (94.0%)で あったのに対 して,今 回は306

人 (98.4%),「確認できない」が 7人 (3,2%)に 対 して,今 回は 4人 (1.3%),「わから

ない」が 6人 (2,8%)に 対して,今 回は 1人 (0。3%)で あった。確認できたが前回より4

子

，

７

昇

例
　
市
付

，

こ

可

区

凡一三

ふさミヽと五

離輪
癬



%上 まわった。アブラゼ ミの生息分布 を (図 2)に 示す。

図2.ア プラゼミの生息分布(1986～199o)

生息メッシュ数は,前 回は532メッシュで総メッシュ数の32.0%で あったのに対 して,

今回は463メッシユで総メッシュ数の 27.9%と 減少 している。その分布状況は前回とほと

んど変わらず,市 街地 を中心に県下全域 に及んでおり,横 浜市の生息メッシュ数が前回よ

りやや少なかった。

なお,今 回の傾向としては,確 認件数の多い割に生息メッシュ数が少ないことで,こ れ

は,同
一箇所で複数者が確認 しているためと考えられる。

( 2 ) . エ イ エ イ ゼ ミ Pあ け抑 姥″r aた a卸 ク万2 T j  F  A B R I C I U S

生息の有無は,前 回 「確認できた」が162人 (74.3%)であったのに対して,今 回は234

人 (75.3%),「確認できない」が23人 (10,6%)に 対 して,今 回は48人 (15.4%),「わ

からない」が33人 (15,1%)に 対 して,今 回は29人 (9.3%)で あった。 「確認できた」

は前回とほぼ同 じであったが,「 確認できない」が前回より5%ほ ど上まわった。

エイエイゼ ミの生息分布を図 3に 示す。
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図3 ニ イニイゼミの生息分布 (1986～1990)

生息メッシュ数は,前 回は409メッシュで総メッシュ数の24.6%で あったのに対 して,

今回は422メッシュで総メッシュ数の25,4%と 前回とほぼ同 じである。その分布状況はア

ブラゼ ミの場合 と同様に市街地 を中心に県下全域に広 く分布 していた。

{3). ミ ン ミ ン とビ ミ  θ "co,メ 初paみ a ttac″ ′a'jc。′′,s MOTscHuLSKY

生息の有無は,前 回 「確認できた」が201人 (92.2%)で あったのに対 して,今 回は

300人 (96.5%),「確認できない」が9人 (4.1%)に 対 して,今 回も9人 (2.9%),「わ

からない」が8人 (3.7%)に 対 して,今 回は 2人 (0.6%)と なり今回もほとんどの人が

確認 している。

生息メッシュ数は,前 回は498メッシュで総メッシュ数の29t8%で あったのに対 して,今

回は407メッシュで総メッシュ数の24.5%と 大幅に減少 している。その分布状況はアブラゼ

ミの場合と同様に市街地 を中心に県下全域 に広 く分布 しているが,こ れは,ア ブラゼ ミと

同様である。横浜市の生息メッシュ数が減少 している。

ミンミンゼ ミの生息分布を図 4に 示す。
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図 4.ミ ンミンゼ ミの生息分布 (1 9 8 6～1 9 9 0 )

(4). ヒ グ ラ シ  Ta″ 傾 ブapo角で■sJs  DIsTANT

生息の有無は,前 回 「確認できた」が 180人 (82.6%)で あったのに対 して,今 回は,

273人 (87,8%),「確認できない」が27人 (12,4%)に 対 して,今 回は,9人 (9.0%),「

わからない」が11人 (5.0%)に 対 して,今 回は8人 (2.6%)と なり,「 確認できた」は

前回より5%ほ ど上まわった。

ヒグラシの生息分布を図 5に 示す。
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図5.ヒ グラシゼミの生息分布(1986～1990)

生息メッシュ数は,前 回は415メッシュで,総 メッシュ数の25.0%で あったのに対 して,

今回は386メッシュで総メッシュ数の23.3%と わずかに減少 している。 そ の分布状況は前

3種 と変 らず市街地 を中心に県下全域 に広 く分布 している。

(5).ツ ク ツ ク ボ ウ シ M所 仰切 α oPa′JたTa wALKER

生息の有無は,前 回 「確認できた」が196人(89.9%)であつたのに対して,今 回は289人

(92.9%),「確認できない」が13人 (6.0%)に 対して,今 回は19人 (6.1%),「わからな

い」が9人 (4.1%)に 対して,今 回は3人 (1.0%)と なり 「確認できた」が前回より上

まわっている。

ツクツクボウシの生息分布を図6に示す。



図6ャツクツクボウシの生息分布 (1986～1990)

生息メッシュ数は,前 回は 458メッシュで総メッシュ数の27.6%で あったのに対 して,

今回は399メッシュで結メッシュ数の 24.0%と 大幅に減っている。その分布は前 4種 と変

らず市街地 を中心に県下全域に広 く分布 している。

( 6 ) . ク マ ゼ ミ Cヶ 抑 , oり″P a " a  F a c , a , s  W A L K E R

生息の有無は,前 回 「確認できた」が100人 (45.9%)で あったのに対 して,今 回は161

1人 (51.8%),「確認できない」力海7人 (30.7%)に 対 して,今 回は111人 (35,7%),「わ

からない」が51人 (23,4%)に 対 して,今 回は39人 (12.5%)で あった。 「確認できた」

が前回より6%「 確認できない」が 5%上 まわったが,逆 に 「わからない」は11%と 大幅

に減少 した。

クマゼ ミの生息分布 を図 7に 示す。



図7.クマゼミの生息分布 (1 9 8 6～1 9 9 0 )

生息メッシュ数は,前回は228メッシュで総メッシュ数の13.7%であったのに対 して,今

回は236メッシュで総メッシュ数の14.2%とは―とんど変化はない。      十

なお, クマゼミは一般的になじみがなく,そ の分布状況は点在的であり,前 回同様に前

5種に比べて極めて少ないことが示されていた。

2.市 町村 (区)男Jの生息状況

調査 した6種 のセミ類について,そ の生息状況を市町村 (区)房Jにとりまとめ,表 2お

よび図 8に 示す。



( 1 )アブラゼ ミ ( 2 )‐ニイニイゼ ミ

( 4 )ヒグラシ
( 3 )ミンミンゼ ミ

注,前 回とは198 1～19 8 5

今回とは1986--1990

図 8.市 町村 (区)別 生息状況

躍盟麗顕日 前回と今回確認された市町村 (区)

― 今1司新たに確認された市町村 (区)

ン 前回確認され今回不確認の市町村 (区)
1    1前 回と今回不確認のもの

( 5 )ツクツクボウシ (6)ク マゼ ミ
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表2,市 可村 (区)別鳥類生忠一覧

,lF口rttt区)

(博奈 川 に)

て1本Lヶ ?,!イ)

０
一●t'!l 崎 k)

〔Ⅲ 原  !イ)

(付 llt r)

は
■
賢
三
浦
地
に

間 考  ● 前回と今回晴授されたもの

O今 回lfたに臣担されたもの

2 nl回は出され今回不は理のもの

O前 回と今回不確認のもの

(注) 栄 区.泉区は今回戸塚区から分区

前回とは1981～1985,今回とは1986～1990
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．７
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佃 慎 原 市 D ● |● ● ● ● 6 6 0
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摘 胆  町 D Ｄ
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●
一●
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一０
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6 6 0

'明 ヶ 距 Pr 塾 劃
劃

０

一●

6 6 0

津
久
井
地
区

取 山  町 劃Ｄ

一●
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37市可t↑中 ;6 361 31

SG市可,3区中 ! 45
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(1).アブラゼ ミの生息分布は,前 回回答のなかった開成町が加わり,37市 町村の全地域

に生息が確認 された。

(2).ニイエイゼ ミの生息分布は,新 たに横浜市西区と開成町がカロわった。 したがって川

崎市川崎区を除 き37市町村の全地域に生息が確認 された。

(3).ミンミンゼ ミの生息分布は,新 たに川崎市幸区と開成町が加わり,37市 町村の全地

域 に生息が確認 された。

(4).ヒグラシの生息分布は,新 たに横浜市西区と川崎市川崎区,幸 区,中 原区が加わり,

37市町村の全地域 に生息が確認 された。

(5).ツクツクボウシの生息分布は,新 たに川崎市幸区と開成町が加わり,37市 町村の全

地域 に生息が確認 された。

(6).クマゼ ミの生息分布は,新 たに川崎市川崎区 ・座間市 ・大井町 ・松田町 ・相模湖町

が加わり,35市 町村に生息が確認 された。前回確認 された横浜市鶴見区,神 奈川区,戸 塚

区,泉 区が確認 されなかった。

なお,横 浜市西区 ・愛川町 ・開成町については今回も確認 されなかった。

3.生 息環境

6種 のセ ミ類の生息環境別割合を図 9に 示す。

198卜1985

アプラゼミ

1986‐1990

198卜19じ
ニイニイゼミ

1貯 1切

198卜1985

ミンミンゼミ

1986Hl卿

19811ヽ985

ヒ/ラシ

■986J990

198卜19栃

ツクツクテ!(ゥシ

198●1卿

198卜19じ

クマゼミ

〕賄 l卿

2 8  1 5

29     16 1 7

6 2 0 1 5

7

20   15

7 1 7 7

7 】 34

柿
．
３３

‖ttttDlt4軸1潤剣英鵬 村:寺11 思怯札ま|その把

図9.セ ミの種類別生息環境割合 (%)
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生息地の環境は,前 回同様に落葉広葉樹林,市 街地および人家の庭 (以下,市 街地と呼

ぶ)が 全体の50%～ 60%を 占めていた。次いで社寺林が多く,以 下,照葉村林ぅ針葉樹林,

果樹林,そ の他の順となっている。

(1).アブラゼ ミの生息環境は,前 回同様に市街地の32%,落 葉広楽樹林の25%,次 いで

社寺林の16%,照 葉樹林,呆 樹園,針 葉樹林,そ の他の順であった。

(2).エイエイゼミの生息環境は,前 回同様に市街地の30%,落 葉広葉樹林の29%で この

林相で大半を占めている。次いで社寺林が17%,以 下,照葉樹,針 葉樹ぅ果樹園,その他の

順であった。

(3).ミンミンゼ ミの生息環境は,前 回は落葉広葉樹林,市 街地の順であったのが,今 回

は市街地32%,落 葉広葉樹林27%と 逆転 した。前回同様にこの両者で全体の大半を占めて

いる。次いで社寺林,照 葉樹林,針 棄樹林,果 樹園,そ の他の順であった。

(4).ヒグラシの生息環境は,順 位は前回と変ら拭 今回も落葉広葉樹林凱%が トップであ

るが,前 回は市街地21%,社 寺林20%と 同位置であったが,今 回は市街地22%,社 寺林16

%で ある。次いで照葉樹林,果 樹園,そ の他の順であった。

(5).ックックボウシの生息環境は,前 回とほとんど変化がなく,今 回も市街地32%,落

葉広葉樹林28%で 大半を占めている。次いで社寺林,照 葉樹林,針 葉樹林,果 樹林,そ の

他の順であった。

(6).クマゼ ミの生息環境は,こ れも前回とほとんど変化がなく,今 回も市街地39%,落

葉広葉樹林29%で 大半を占めている。次いで社寺林,照 葉樹林,針 葉樹林,果 樹林,そ の

他の順であった。
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神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

自然保護センターに保護された幼獣の飼育知見

鈴 木 一 子※。長 野 書採・成 井 正 三
菜

1.ニ ホンアナグマ (M】ぃ 切cJcs a"aれ御a)の幼獣飼育

は じ  め  に

神奈川県立自然保護センターに,1990年 6月 3日 1頭のニホンアナグマ て〃冴cs″ c―

′es αttαん″″a)の幼獣が保護された。当自然保護センターでは,1978年から野生傷病鳥獣

救護事業を開始しているが,ニ ホンアナグマ幼獣の保護は今回を含め,過 去 3例 ある。そ

の保護状況は図 1に示すとおりである。

図 1.ニ ホンアナグマ幼獣の保護地点と保護状況

29

］
万 保護年月日 保 護 場 所 性 別 体重 保 護 時 の 状 況 放獣・死亡月日

] 58 7.12 愛甲郡清川村煤ヶ谷 雄 不 明 道路脇にうずくまっていた 59.6.22放 獣

2 6169
津久井郡相模湖町
寸沢嵐

雄 不 明 堀に落ちていた
61.7.15小日原市立

動物園ヘ

3 263
愛甲郡清川村煤ヶ谷
札掛付近

雌 9009 大 きい声で鳴いていた 飼育中

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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ところで,動 物園生まれの個体についてニホンアナグマの人工哺育例は福岡市立動物園

(1973)で報告されている (増井1990)が,野 生保護個体の人工哺育例は岩瀬純二氏が飼

育していた3頭 の幼獣の観宗記録 (岩源1977)の他は,ほ とんど報告されていない。

ここでは自然保護センターにおいて3例 目に保護された幼獣について,そ の飼育状況を

報告する。

保 護 状 況

ニホンアナグマ (以後アナグマという)が 発見保護された場所は,愛 甲郡清川村煤ヶ谷
・札掛付近,標 高約 500mの 林道沿いの斜面であった (図1中 の3た アナグマを保護発見

した長井脩氏によると,こ の幼獣は,大 きな鳴声を発していて,イ ノシシの子と間違えた

とのことである。

当自然保護センター収容時は,体 重9000で 外部観察による栄養状態は良好。触診によ

ると,腹 部に脂肪の付着が観察された (写真 1た

なお外傷は認められなかったことから,付 近に親が存在していた可能性が強い。

アナグマの性別は,外 部形態から雌と判明した。歯については,臼 歯は観察されたがそ

れ以外は観察されなかった。

以上のことから判断して,本 個体は,親 の哺育下で技乳期が終了じて間もないものと考

えられた。

飼 育  舎

6月 3日 から9月 24日までの間は,室 内でペットケージ (縦60cnl×横43cln×高さ50cln)

で飼育した (写真 2た しかし,個 体の成長状況からして,こ れまでのケージでは狭くなっ

たこと,さ らに将来の放野に備えての野外環境下での生活訓練の目的から, 9月 25日から

屋外のフライングケージ (縦3.6m X横 3.6m× 高さ3.6m)に 移動し,12月 31日現在も同

飼育舎で飼育中である (写真 3兆

給 餌  食  物

給餌 した食物は,ア ナグマの成長状態と日常の食欲により変化させた。飼育期間中に与

えた食物種等を次に示す。

6月 3日 ～6月 7日 :ド ッグワー ド,犬 用ソーセージ, リンゴ,犬 用ミルクを給餌 した

が, 自力採餌はほんのわずかであった。そのため,個 体の体力維持の目的で,犬 用ミルク

を注射器を使用して,強 制給餌 した。

6月 8日 ～6月 14日 :歯の成長状況を考えて,回 形食物の給餌を中止し,食 物をかゆ状

に調理して与えたところ,積 極的な採郎が観察された (写真 4た 調理した食物は,食パン,

鶏肉,卵 黄,キ ャベツ,バ ナナの 5種類である。

6月 15日～12月31日 :人工食物の味に慣れたため, ドッグフー ド,パ ン,犬 用ソーセー

ジ,カ タクチイワシ (シヨイワシ),バナナ,サ ツマイモの6種類の回形食物を与えた (写

真 5た ただし, ドッグフー ドとパンは水で柔らかくし, さつまいもは蒸かして与えた。ま

た犬用 ミルク50ccを定期的に与えた。

なお,い ずれの食物にも液状ポポンS(総 合ビタミン剤)を 添加した。自力採餌を開始
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図2.ア ナグマの体量の推移
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飼 育  日  誌

本個体の成長状況 と行動を表 1に ,フ ライングケージにおけるアナグマの巣穴とためふ

んの位置を図 3に 示す。

表 1-1ニ ホンアナグマの幼獣の飼育日誌

月 日 保護された

日からの日齢

体  重 握記察観

1日 900 o おどおどとして、ケージの隅にうずくまる。触ろうとすると、うなり

をがら後ずさりする。しばらくすると、ケージの中でよく活動するよ

うになる。自分で食べるかどうか、ミルク・水で柔らかくしたドッグ

フード・リンゴを置いておく。

3 昼間よく寝る。前日のエサは、リンゴを少々食べたぐらいである。ミ

レクを注射器で'5ccずつ2回 飲ませるが、あまり飲まない。犬歯が少

し生えてきた。

4 ドッグフード・ミルク・犬用ソーセージをつぶしたものをまぜあわせ

回に入れ食べさせた。朝よく食べたが、昼と夜はあまり食べない。抱

レ`ても唆みつかないが、かなり力が強い.便 を1回する。昼間よく寝

る。

5 韓ささみ肉をフ‐ドカッターでひいたものを、日に入れるとよく食べ

t。しかし自分で食べようとしない。便を1回する。夜間よく活動す

る。

6 ほ孔食を与えたところ、今まで自分で食ぺようとしなかつたのが、さ

つそく食べ始めた。少々食べ残す。

9 子ャキャとかん高い声を出してよく鴫く。経乳食によくをしみ、食欲

匿虫となる。

6/12 10 干朝、センターの庭に出したところ、キャキャと鳴きながら後をつい

てくる。間隔が少しあくと、大きい鳴声を出すが、嗅覚が鋭く、すぐ

こ行き先を見つけて走つてくる。

6/13 睡乳食に混ぜているバナすが大好きで、それだけ先に食べてしまう。

同育舎裏のテニスコートに放したところ、鳴きながら喜んで走りまわ

3.

1 3 躍孝L食をやめる。ドッグフード・バン・バナナ ・ソーセージをおかゆ

代にまぜあわせて与える。よく食べる。

14 首軸活発で、ケージの格子に肢をはさんだり、すのこの下に頭を入れ

友けなくなつたりして、大きな噂声を出す。上顎の同歯が生えてくる

更は柔らかい。

6/18 16 ニサを散らかして食べるのは、歯が生え持つてないからであろう。

2 4 昼間最ている時間が済り、鳴くこともまれになる。ドッグフードにな

しんできたので、バナナはやめてみる。

3 0 下額の問歯が生え始める。

3 4 タヌキ (雄920o)と遊ばせる。タヌキをはがいじめにして雄さない。

本格は同じくらいだが、力は断然強い。

3 7 1000 タヌキ2頭 (雄、饉600o)と室内で放し飼いにする。互いに、ふざけ

てしゃれつく。



表 1 - 2

月 日 保護された

日からの日齢

体重 銀記察観

圭し出したら、食べてしまった。

51 ナのこの下にもぐつて昼寝をする.物音がすると食べ物をくれるのか

と思い、とび起きる。ケージごと呈舛に置いたら、土を掘つた。

5 8 明1時間くらぃタヌキ2頭 と室内運動させる。ケージの中にいると、

ほ力を持てあまして、水をこぼしたり、すのこをひっくり返したりし

てよく経れる.

61 歯ヽが鋭くなってきたので、しゃれて唆みついてくるとき気をつけた

,がよい。

6 4 円育し始めてからずつと軟便で、1日 2～ 3回排遣している。また決

/てケージの中央で排泄せず、四隅にする。ケージの中は、タヌキに

とべるときれいである。

7 3 2200 ″ヌキ2頭 と室内放し飼い。タヌキ (に1500o)に対し、背中を丸め

て脅す姿勢をとる。組み付いてタヌキがキーキー鳴いても様さないが

'ヌキも負けずに向かつていく。おたがいにケガをするほどのことで

まなさそうなので、放つておくと、49声もやんで、3顕でおとなしく

とんでいた。

81 2360 1日 ケージの中にいると、退屈して鳴き続けている。 (写真6)

～28 86～ 87 2500 7ライングケージでタヌキ5頭 と放し飼い。伸良く遊よ。金網を上手

こ上がり降りする。小さい穴を掘つていた。

9/8 -9 98～ 99 丸い休形から細長にヽ体形となる。幼獣期が終わつた事になろうか。タ

ヌキ達と合わせて夕方だけエサを与えることとする。タヌキ6頭 とと

もにフライングケージに放し飼いする.タ ヌキ (雄)の 掘つた穴にい

つしょに入り、昼寝をしていた。

9/13～ 14 103 -101 2600 タヌキ連とフライングケージで放し飼い。6顕のうち1番小さいタヌ

キ (雄)を攻撃する。タヌキ同士はお互いに干渉せず、各々自由に行

動しているが、アナグマがこれにかく乱を起こす。

107 ここのところよく鳴く。1日 1食でおなかがすき、エサを欲しがつて

, るヽのであろう。

9/23 113 ニサが足りないので、休重が減る。あいかわらずエサを欲しがつて、

噂いている.

115 タヌキ 1頭を残し放野してしまったので、本格的にフライングケージ

〔飼育する。放すとすぐ上を3Eる。

1 2 4 2800 覇けつ的に2食与えるようになつてから、太つてきた。特に腹部に脂

防がついて、頭が小さく見える。

128 沙利を集めて、円形のくほみを作り、寝床に利用している。水道性の

あるコンタリート漬しにためふんをしている。 (図3)

10/20 140 箕床に、杉の皮と鳥の羽を集めているのを発見した。

10/29 1 4 9 3300 ンかなか巣穴を据らないので、土をスコップで掘り起こして柔らかく

ン、U字溝を伏せておく。1時間もしないうちに、巣穴を掘つた (写

宅7、日3)枯れ葉を山にして置いておくと、中に運び込んでいた。

10/30 150 3400 停晩は、巣穴で寝た様子だ。雨が降るのに、巣穴に入らないのは、雨
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表 1 - 3

月 日 保護された

日からの日齢

体重 録記宗観

kが中に入つてしまったからであろう。

1 5 1 3500 やはり巣穴に入らない。円形のくぼみ (寝床)が 2か 所作つてあつた

1 5 4 室径27c日、長さ70はのピニール管に、砂利と木片を歎いて3Eている.

卜さい穴を4～ 5か所掘る.

1 5 9 3700 日朝は、冷え込むという予報。午前中急に巣穴を掘り始めて、日中は

←こで寝ていた。いよいよ冬支度らしい.

11/10 161 〉日は、終日姿を現さなかつた。夕方エサを置くと、巣穴から出てき

て食べていた。

11/12 1 6 3 古れ案を山にして置いておくと、巣穴に運んでいた。今日は、暖かい

りで日中出歩く。夕方のエサは、少し残していた。冬が近いので食欲

ド薄ちてきたのではないか。

11/13 1 6 4 3800 弱9時 頃巣穴から出る。眠たげで元気がない。ドッグフードを食べ、

ミルクを飲むと巣穴にもどる。夕方も食欲がない。

11/14 165 ゴうもいつもと違うと思つていなら、消化不良をおこした。朝ミルク

こピオフェルミンを入れて飲ませたところ、夕方割合と元気よく出て

きた。夕方は、通常の半分工のエサを与える。

11/16 1 6 7 電の色が緑色で、あまり良いとはいえないが、下痛がおきまり、食欲

Iととなる。

172 F晩の雨で巣穴に水が入つたのか、すぐそばに大きい穴を掘つていた

い毛が密集していて、体毛は乾いている。新しい枯れ葉を置いていく

と、ガサガサと集めて運んでいた。 (写真8、 写真9)

11/22 1 7 3 4000 停晩から今朝にかけて冷え込んだ。寒さを防ぐためか、巣穴を撮り下

アたらしく、土と枯れ葉が出してあつた。枯れ秦を置いておく。

11/28 1 7 9 4100 弱から雨。それでもお度がすくと出歩いている。体毛は、乾いている

11/29 1 8 0 4100 卜が入らないように、巣穴の片方の出入り口を、土を農り基いだ。体

ま泥だらけだが、エサの時間には出てくる。

11/30 18] 多風28号の接近で、晩秋にしては移しく3日 虜きの雨となつた。午前

卜に、フライングケージの冠水を防ぐため、水抜きをしたが、午後3

寺とうとう冠水してしまつたとアナグマも巣穴に水がはいらないよう

こ土を撮つたり、豊つたりしたため、泥まみれとなつてしまつた。や

コを得ず飼育室に収容した。とても元気でエサをたいらげた。

1 8 2 L曇がゆるいため、飼育室で過ごす。体はすつかり乾いていたので、

尼落としのためタワシで体をこすると、いやがつて鳴いた。

1 8 3 4200 怪穴を埋めてから、フライングケージに放す。元の所とほぼ同じ所に

健穴を作り始めた。出入日は、屋根 (カラスくらいの大きさの鳥が楽

こ入れる高さのもの)の下なので、雨の心配はなさそうである。枯れ

【を山にして置いておくと新しい巣穴に運んでいた。(写真10、国3〕

1 8 8 R穴の出入口を狭くして、寒さを防いでいる。帯で巣穴の奥行を計ろ

)としたら、激しく抵抗したので中止した。

12/13 1 9 3 4400 R穴を計る。出入日の深さ6SC日、真行き90Ca。新しい巣穴を作つてか

ら、朝夕だけ出てくる日もあれば、終日フライングケージで注んでい



表 1 - 4

月 日 保護された

日からの日齢

体重 鍋記察観

1 8 8 に穴の出入口を狭くして、寒さを防いでいる。中で巣穴の奥行を計ろ

)としたら、激しく抵抗したので中止した。

12/13 193 4400 に穴を計る。出入日の深さ65cB、奥行き90CB.新しい集穴を作つてか

と、朝夕だけ出てくる日もあれば、終日フライングケージで遊んでい

6日もある。巣穴から出てくるときは、周囲をそっとうかがつてから

Lてくる。

,2/21 201 Rサを与えるときだけしか近寄つてこない。ためふん場所も変わつて

卜さい穴を掘つて排通している。場所は2か 所。 (図と3)

12/28 2 0 8 古れ葉が風通しのよいところに出してある。時々こういうことがあっ

とが、乾燥させるために出し入れしているようである。枯れ葉に出ろ

うとすると、唆みついてくる。自分の所有物であることを態度で示し

rいるのか、それとも仕事の邪度をするをと言つているのかと思つた

211 に巣穴を掘り進める。奥行を計ったところ、120c日以上あった。12月

よ、好天の日が多かつたので、こまめに巣穴の手入れをしているのが

緊察された。

ムササビの飼育室

ヨンクリート

穴を掘って

ためふんをした場所

2番 目に作った巣穴

最初に作った巣穴

伏せたU字 溝

枯れ発を山にして

置いた場所

図 3.フ ライングケージにおけるアナグマの巣穴とためふんの位置
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2 .ニ ッコウムササビ (P t t a″″サs, c  r t t c o g c″g s )の人工哺育

は じ  め  に

神奈サ|1県立自然保護センターに保護 される野生哺乳動物は,ホンドタスキ`Nvcttγ例″es

p ″。c g O ″ O j 』2 s ) ハ ク ビ シ ン ( P a g " 切 a れ T υo けo ) に 次 い で ニ ッ ヨ ウ ム サ サ ビ てP a a ″ T j s , α

た″cθg2″gs)が 多い。このうちニッコウムササビ (以後ムササビという)幼 獣の保護例は

これまでに9例 あり,そ の保護地点と保護状況は図4に示すとおりである。

図4 ム ササビの幼獣の保護地点と保護状況

当自然保護センターでのムササビ幼獣の人工哺育例は数例あるが,同 一個体の成長状況

をとりまとめた記録はない。幸い筆者 らは,1990年 8月 12日に保護 された幼獣の人工哺育

とその後の飼育に成功 したので,こ こに報告する。

口万 保護年月日 保 護 場 所 頭故 体重 性別 保 護 時 の 状 況 放獣,死亡月日

1 60.8.11 伊勢原市日向薬師 1 2609 不明 巣から落ちで日の中をケガしていた 60.813死 亡

2 61 9 13 津久井郡藤野町沢井 1 雌 不 明 61.12,10放 獣

3 62 4 18 愛甲都清川村宮ヶ瀬 2 性・雌 工事現場で親が抱いていたのを捕獲 624.212頭 死亡

4
62 7 20 津久井都津久井町

青山4-20
1 不明 三根裏で子を産んでいたのを捕獲 62 7 22 夢ヒ亡

5 63.4 19
津久井都津久井町
青山3186-1

２０

ｍ
不明 霊根芸から2頭落ちてきた

63.4 20 1豆寓所ヒ[二
634231頭 死亡

6 63 9 1
愛甲都清川村宮ヶ瀬
長者屋敷キャンプ場

] 不明 不明 不 明 63.912死 亡

7 169 伊勢原市大山寺境内 ] 2600 雄 巣から落ちて鼻血を出していた 16.22死 亡

8 2 6 22 厚本市七沢 ] 3209 雄 道路の真ん中でうずくまっていた 2630死 亡

9
2812 愛甲郡清川村煤ヶ谷

辺室沢
1 雌 沢沿いで濡れて落ちていた 飼育中
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保護状況と収容時の処置

ムササビは,1990年 8月 12日,愛 甲郡清川村煤 ヶ谷,辺 室沢沿いで保護された。発見保

護 した山田浩嗣氏によると,幼 獣は,水 に濡れて落 ちていたとのことである。保護当日の

2日 前, 8月 10日 に台風11号が神奈川県に接近 し山が荒れていたことから,悪 天時の事故

により落巣 した可能性がある。

当自然保護センター収容時は,体 重809,黒 色の産毛でおおわれ,外 部形態から雌と判

明した。本個体は,水 で濡れていて体温低下のおそれがあり,ま た頸部から背にかけてハ

エの卵が産みつけられていたのを確認 したため,全 身をぬるま湯で洗浄 したのち,水 分を

取 リタオルで包んで,保 温ケーブに収容 した。 しばらくすると,ギ ュギュと鳴声を発する

ようになった。

飼 育  舎

飼育合は,ム ササビの体の成長段階に応 じて移動した。

8月 12日～ 8月 31日 :小 型鳥類育雛用フゴ (直径15cm)に , タオルを敷 きつめて収容し,

さらにダンボール箱に入れて,急 激な温度変化を避けた (写真11)。

9月 1日 ～ 9月 17日 :ダ ンボール箱 (縦37cm×横42cm×高さ21cm)に , タオルを敷いて

飼育 した (写真12)。

9月 18日～10月 4日 :ヒ ヨコケージ (縦37cm×横71cm×高さ21cln)に,巣 箱 (縦30cm×

横21cm X高さ21cm)を設置して飼育した。巣箱にはタオルを敷いた (写真13た

10月5日 ～12月11日:ペ ットケーブ(縦60cm×横43cm×高さ50cm)に,前述の巣箱を設置

して飼育した。巣箱にはワラを敷いた (写真14た

12月12日～12月31日:屋外のフライングケージ(縦90cm×横200cln×高さ225 cm)に,巣 箱

を設置して飼育中である (写真15鴻

をお,哺 育期間中の幼獣は,本 来親の体で保護 (保温,保 湿等)す べき状態であり,人

工飼育下においては,飼 育環境の積極的調節が必要である。しかし今回の哺育期間である

8月 ～9月 は気候的に高温多湿条件下であったため,積 極的対応の必要がなかった。

哺乳方法と給餌食物

8月 12日～8月 19日:犬用ミルクと市販の牛乳に小動物用経腸栄養剤をカロえたものを併

用して,甫孝しした (写真16)。

また,哺 乳初期において吸い込む力が弱 く,日 が小さいので,ツ ベルクリン用注射器

(1記 )を 使用 して授孝しした (写真17)。授乳回数は, 2時 間おき1日 10回であった。

8月20日～9月27日 :犬用ミルクだけで哺乳した (写真18)。なお,注 射器に慣れて,よ

くミルクを吸 うようになったので,継 続して使用した。その後 1回 に20cc飲むようになっ

たので, 9月 10日から11月12日まで犬用「甫乳器を使用して,授 乳した (写真19)。

9月28日～11月12日:犬用ミルクを投乳するとともに,国 形食物を序々に採餌するよう

になった。好んで採餌 したのは, リンゴ,バ ナナ, ミカン, ヒマワリの種,麻 の実,ア ラ

カシの葉と実, ガマズミの実の8種類であった (写真20)。投乳量は,体 調と食欲により調

節した。

11月13日～12月31日:11月12日限りで離乳させた。この間採餌 したものは,写 真20のと
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おりであるが,ガ マズミの実とアラカシの実が採取できなくなったのちは,パ ンを与えた。

体重の増加と授乳量の推移は,図 5の とおりである。

体重
( 9 )

900

体 重

ミルク日量

ミル ク 日量

(cc)

150

ｒ
ｔ
８
１
，
‐
‐
，
‐
，
‐
‐
‐
１
‐
‐
ｔ

句
ｒ
，
１
！
ｒ

コ

ヘヽ
Ａ
　
〕
Ｖ

自力で排泄する

両目があく

リンゴを食べる

と/////離
乳(%)

保護 された

日からの日齢

(日)

ｍ
∽

５０
‰

150

(χ)

図 5.ム ササビの体重及び授乳量の推移



飼 育  日  誌

本個体の成長状況 と授乳量の推移を表 2に 示す。

表2-1 ム ササビの幼獣の飼育日誌

月 日 保護されて

からの日齢

体室 ミルク日量 授乳回数 観 察 記 録

1 日 80g 10 cc 5回 体を洗い、ヒヨヨケージで温めたら、緑色の便をした

ギュウギュウとよく鳴く。ミルクを鼻から出さないよ

うにゆつくりと注入する。

2 10 排泄を促すためミルクを飲ますたびに、タオルで刺激

すると、便と尿を良く出している。フゴにタオルで包

んで入れる。保温はしない。

3 10 ミルクを飲む時以外は寝ているが、お腹がすくと親の

おつばいを求めて噴きながら動きまわる。

5 10 的と腹にうつすらと毛が生えてきた。

6 10 注射器でミルクを注入しなくても、良く吸い込むよう

になる。排泄も順調である。

8 10 ギュウギュウと良く鳴く。時々ギュルルーと長く鳴く

9 10 体重が順調に増えて、噌好性も良いので、エスピラッ

クミルクだけ与えることとする。

10 10 元気がよいのに、目が開く様子がないので心配になる

1 1 10 白い門歯が4本生え船つているのに気がつく。体が大

きくなつたので、フゴを大きめのものに換える。

1 2 10 お腹がすいて動いても、決してフゴの外に出ることは

ない。フゴから出じて床におくとなつてギュルルと鴫く。

1 3 10 体毛が栗色に変わつてきた。

14 10 目の開く時期は個体差がある事がわかり、心配しなく

なつた。身を乗り出してミルクを欲しがる。

1 5 10 今日はミルクの飲みが少し悪いが、無理に飲ませない

8/29 18 9 8:00右目が開く。16:00左目が開く。しかしまだ視力

は無いようだ。夜中の授乳は中止する。

2 1 9 足腰がしつかりしてきたので、フゴに代えてダンポー

ル箱にタオルを敷いて飼育する。

2 2 9 動作活発となり、寝る時間も少なくなる。ミルクを1

回につき15cc軽く飲んでしまう。

2 5 290 9 手先が器用になつてきたので、何か食べないかと思い

種なしプドウを与えたが、興味をしめきない。

3 0 6 犬用哺乳器で授乳する。前肢でゴムの乳首をおして、

上手に飲む。3時 間おきに20cc軽く飲む。 (写真21)

3 2 6 生のさつまいもを与える。かしつた形勝はあるが食べ

ていない。しきりに尾を増む。

3 3 6 上向きに大の字になつて寝ている。
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表 2 - 2

月 日 保護されて

からの日齢

体重 ミルクロエ 授乳回数 観 寮 記 録

3 4 6 朝フライングケージをぬけだしたアナグマが、寝てい

たムササビにしやれつく。フギュという鳴き声に気付

き助けると、右前股から出血していたが、たいしたケ

ガではない。マキロンで消毒する。  i

3 7 6 尾を背中にまおし、しつかりと立てるようになる。手
先が器用なのに、エサは食べない。

3 8 4 ダンポール箱からよく抜け出すので、ヒヨヨケージの

中に、タオルを敷いた巣箱を設置して飼育する。早連

巣箱に入りすみかとする。けづくろいを頻繁にする。

9/23 4 3 480 4 昼間は巣箱で寝ている。段々と夜行性になつてきたよ

うだ。

4 8 ヒマワリの種を割つて実を食べる方法がまだわからを

いようで、抜をやたらと嗜んだ路がある。リンゴを少

し食べた。

5 1 リンゴをよく食べる。アラカシとカエアの葉を与えた

が食べなかつた。ミルタの飲みは恵いが元気である。

感情表現が豊かになり、親愛の情を示すようになる。

5 5 3 ヘットケージに移す。

5 8 3 時々おもらしをしている。

61 620 3 リンゴ、オレンジ、ヒマワリの種を食べる。自分で排

尿できるようになつた。

6 5 600 2 アラカシとカエデの素を食べるようになる。パンをミ

ルクにひたして与えたが、好まないようだ。

6 6 2 夕方自分で便をする。これで排泄の世話はなくなつた

6 7 2 ミツパアケビを採つてきて与える。

6 8 2 ミツパアケピで消化不良をおこしたのか、きょうは食

欲不振。体温は374度で平熱.

6 9 3 体重増加がみられないので、授乳回数を増やす。首を

振り皮膜を広げてとびついてくる.距 法は lmく らい

7 3 3 便秘をしているので、肛間を対激する。全くの夜行性

7 4 700 3 昨晩多工の便をしたが、エサは食べていない。徐々に

跳去距離を伸ばす。約1.5m.

7 9 3 昼間は巣箱で寝てばかりいる。リンゴ、バナナなど果

実を好んで食べるが、ミルクが一番好きで、崎乳器を

見ると早く飲ませろとばかりにせがむ。

8 0 3 生のきつまいもを食べないので、ふかして与えてみる

81 3 やはりさつまいもは館いみたいだ。ガマズミの実を採

ってきて与える。夜のうち食べた。

8 4 3 この頃排便は2日 に1回 .ミ カンを房ごと食べる。少

しずつ食べ物のレパートリーが広がる。

8 8 3 自力で排泄するようになつてから、下半身をよく活ら

すので拭いてやる。巣箱で排尿するので、ワラを毎日
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表 2 - 3

月日 保護されて

からの日齢

体重 ミルクロ量 授乳回数 観 察 記 銀

取り替える。

8 9 2 昨晩は、果物 (リンゴ、バナナ、ミカン)を すべてた

いらげた。えづけが順調なので、経乳させるべきかと

思う。

9 0 2 16:00ぐらいから巣箱からiHて、ケージの格子につか

まったり、止まり本に跳んだりひとりで遊ぶ。

9 3 1 今日食べた物 (ムペ、ビラカンサの実、ヒマワリの種

リンゴ)

9 4 食欲旺盛のため離乳させる。室内に放すと、首を上下

左右に振り、あちこちに跳びつく。ガマズミ、ムペ、

ヒマワリの種、麻の実、リンゴ、バナナを食べる。

9 5 茶色のアラカシの実は食べないが、青いものを好んで

よく食べる。他に、ピラカンサ、ガマズミ、ムベ、リ

ンゴ、バナナ、ヒマワリの種、麻の実

9 7 630 庭でアラカシの実を食べさせていたら、自動車の音に

盛きあつという間に物陰に逃げ込んだ。身のこなしが

たいへんすばやい。

9 9 運動のため外に連れていくと、首を振り、どこへ跳ぼ

うかといきいきしてくる。

1 0 3 離乳後も体重の増加が順調で安心する

1 0 7 朝ケージから出てきて、タヌキの食べ残しのバンを夢

中で食べる。小さい時は食べなかつたものでも、よく

食べるようになったのは、健康だからだと思つた。

786 朝でもエサねだりをして鳴くので、バナナとリンゴを

1切れずつ与える。食べると巣箱に入り寝る。

1 1 5 狭い所で飼育しているので、エサを与え過ぎないよう

に注意する。活動活発なためケージ内での事故を心配

する。

123 屋外のフライングケージに巣箱ごと移す。状況が飲み

込めないうちは緊張し、巣箱から顔を出して鳴いてい

たが、すぐに止まり木をつたって植えてあつたツパキ

の葉を食ぺ始めた。 (写真22、写真23)

132 860 屋外に移してから巣箱で排尿しなくなる。

138 巣箱の板が薄いため、念のため寒さよけのタオルをか

ける。エサは、夜のうちすべてたいらげている。

12/31 141 彼我の区別がついていて、朝飼育者の声がすると、

サ台のところにきて、食べる物を探している.
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3。 ま と  め

本報告では,飼 育経過と行動の観察に重点を置 き,成 長については体重の計量と歯の成

長記録にとどめた。

(1)ニホンアナグマについて,本 個体の保護直後に,既 に離乳期を迎えたにもかかわらず,

与えた固形食物 (ドッグフー ド,犬 用ソーセージ, リンゴ)を 自力採餌できなかった。そ

の理由として

①それまで採釘していたものと種類の異なる食物であった。

②それまで採餌していたものと態様が異なる食物であった。

③①と②の両方

が考えられたが, その中ですぐに試みられる②について,食 物 (パン,キ ャベツ,鶏 肉,

卵黄,バ ナナ)を かゆ状にして与えたところ,積 極的に採餌を始めた。

このことから,飼 育下でのニホンアナグマの離乳期における幼獣の採釘について,次 の

ことが半J明した。

①野生において,離子し期の子どもには親がそしゃくして食物を与えるように,同じ状態

(かゆ状)に して食物 を与えないと採餌 しない。

②野生において,幼獣が親から与えられていた食物とは異なる種類の食物であっても,
かゆ状であれば採釘する。

(2 )ニッョウムササビについては,開 眼前の幼獣「甫育であったので,次 の 3点 について細

心の注意が必要であった。

①毎回の授乳は満腹になる前にとどめ,技 乳頻度を多くした。

②自力排泄できない期間は,刺 激を与えて排泄を促し,糞 便の状態をよく観察した。

③授孝しに使用した注射器を,日 当りの良いように工夫すべきである。

最後に,林 道等が山奥まで延びて,野 生`鳥獣との接触の機会が多くなり,幼 獣の誤まっ

た強制保護が頻繁に行われるようになったのは,非 常に憂慮すべきことである。野生動物

の生活や行動を理解 し,正 しい幼獣の保護について一層の普及啓発をすべきことを痛感 じ

ている。

本報告書の作成と幼獣飼育方法について,神 保健次氏に懇切なご指導をいただいた。厚

くお礼申し上げる。また。お忙 しい中ニホンアナグマの幼獣飼育について,貴 重な体験談

をお聞かせいただいた福岡市立動物園の藤鳴勲氏にも,あ わせてお礼申し上げる。

引 用  文  献

増井光子 (1990)私の知る野生動物 ニ ホンアナグマ 動 物たちNo60:10-15日 本動物愛

護協会 東 京

岩瀬純二 (1977)匂いづけ ア ナグマ観察記 ア ニマМ 54:42-45 平 凡社 東 京
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写真 1.保 護直後 (1990.6.3)の アナグマ

写真 2.ア ナグマを保護直後から約4ヶ 月間収容したペットケージ



写真3 ア ナグマを保護4ヶ 月め頃 (1990,9.25)か ら収容した屋外フライングケージ

写真4.ア ナグマに与えたかゆ状の餌 (保護直後から約10日間)



写真 5.ア ナグマに与えた国型食物の部 (保護後10日めから現在まで)

写真6.ペ ットケージの中で鳴きつづけるニホンアナグマ (1990`8.22)



写真 7,ア ナグマが伏せたU字 溝の中で柔らかくした上に掘った最初の巣穴
1(1990,10.29)

写真 8.ア ナグマが枯れ葉を巣穴へ運んでいるところ (1990.11.21)
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写真9.ア ナグマが巣穴に運んだ枯れ葉に埋もれているところ (1990.11.21)

写真10.ア ナグマが埋め戻した後再び掘った巣穴 (1990.12.2)
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写真11,ム ササビを保護直後 (1990.8,12)か ら約20日間収容した育雄フゴ

写真12.ム ササビを保護20日後 (1990.9.1)か ら2週 間収容したダンボール箱



写真13.ム ササビを保護約lヶ月後から (1990.9.18)

約 2週間収容したヒヨコケージと巣箱

写真14.ム ササビを保護約 2ヶ 月後から (1990.10.5)

約 2ヶ月間収容したペットケージと巣箱
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写真15.ムササビを保護約4ヶ月後から (1990.12.12)

現在まで収容しているフライングケージ

写真16.ムササビを保護直後から (1990.8.12)約1週間与えた

犬用ミルク,牛乳,小動物用綱陽栄養剤



写真17.授 乳に使用したツベルクリン用注射器 (l n12)

写真18.ム ササビを保護約1週間後 (1990.8.20)か ら約3ヶ 月間与えたミルク



写真19.授 乳に使用した犬用「甫乳器

写真20.ム ササビを保護約1.5ヶ 月後 (1990.9.28)か ら犬用 ミルクと併用して与えた餌



保護約 1 ヶ月後 (1990.9.9)のムササビ

写真22.保護約4ヶ月後 (1990.12.12)ペットケージからフライングケージに移されて

巣箱から出ないムササビ
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写真23.保 護約4ケ 月後 (1990.12.12)巣箱から出てツパキの葉を食べるムササビ



神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

自然保護センター野外施設の水質について

川 村  優  子
※ ・大 野  啓 一朗

※

A NOte of water quality

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

YukO KAWAMURA※ and Keiichiro OHNO※

自然保護セ ンター野外施設|.は,谷 戸田を利用 ・整備 した湿地がある。敷地内に水源の

ある沢の水を引いて水環境 を保全し,「 谷戸の自然」を観察する場 としたものである。

この 「谷戸の自然」の保全管理には,湿 地の水環境の把握が基礎 となる。今卜1,湿 地全

域における水質調査 を行ったので,そ の結果を報告する。

なお,調 査全般にわたり淡水生物研究会の中国勝氏に御指導いただいた。厚 くお礼申し

_LIザる。

調  査  日

1990年 8月 21日

調 査  地  点

図 1に 示すとおりである。

図 1 調 査地点

●
●

●

●

▲

▲
●

●

▲
▲

0 沢 水 (満水)

● 池 水 (止水)
▲ 池 出日の水路水 (流水)

st l 水 瀬付近      o
st!2 合 滝検       o
st 3 ホ タル水路上満   0
st 4 鳥 類負味舎下    o
st S ア ンジソウの池付近 0
st 6 籍 2アサザのnft近  0
s t  ?  たたら惜     o

※神奈川け,t立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center



調 査 結 果

測定及び分析方法は表 1に 示すとおりである。

水質分析結果は表 2に 示すとおりである。

表1.測 定および分折方法

表2.本 質分析結果 1990年8日 21日 採 水

項 目 方 法

気温 アルコール棒状温度計

水温 ペッテンコーヘル水温計

pH ガラス電極法

DO ウインクラーアジ化ナ トリウム変法(」IS K0102,32‐ 1)

OE 100℃における過マンガン酸カリウムによる酸素消費量(JIS K0102,17)

BO正 生物化学的酸素消費量(JIS K0102,21)

SS 懸濁物質l」IS K0102,14‐1)

TN 紫外線吸光光度法(昭和46年環境庁告示第59号で指定された方法)

T‐P ベルオキツニ硫酸カリウム分解法 (     同 上        )

調 査 地 占
小

水

刻

採

時

気 温

(℃)

水 温

(℃)

PH D0

町 /1

CO E

m9/1

BO I

D19/1

S S

m9/1

T―N

町/1

T一P

m9/1

St.1 水源付近 10:05 29.0 20.0 1 0.86 0.042

S t . 2合 流 後 10:22 29.0 21.5 8.2 2 0.47 0.026

St.3 ホ タル水路上流 10:36 29.0 19.5 7 . 5 2 . 2 3 0.40 0.035

St.4 鳥類観察舎下 11 :09 31.0 21.5 7 . 7 1 0.60 0.021

St.5 デ ンブソウの池付近 11 :30 32.0 22.0 8 . 2 <1 1 . 1 0.015

St.6 第 2ア サザの池付近 11 :46 32.0 22.0 1 , 0 <1 0.96 0.010

St.7 た たら橋 11 :56 32 0 22.5 7 . 2 1 . 1 <1 0.88 0.012

S t ` A貯 水 池 10:50 30.0 25.5 0.29 0.013

St.B水 蓮の池 31.0 29.0 3 . 8 1 . 7 0。26 0.019

St.C水 鳥の池 (上池) 1 !00 31.0 30.0 7 . 6 5 0。36 0.012

St.D水 鳥の池 (中池) 1 31.0 30.5 7 . 5 7 . 2 0.24 0.024

St.E水 鳥の池 (下池)* 1 31.0 30.5 1 0.27 0,021

St.Fデ ンジソウの池 中 1 :35 32.0 7 . 2 1 0.24 0.015

St.G観 察の池 1 !37 32.0 7 . 6 2 0 . 3 1 0.008

St.H水 深の池 1 32.0 1 . 1 0.24 0.025

St.I 第 2ア サザの池 キ 1 32.5 3 . 7 7 0.44 0.035

St.」 第 1ア サザの池 辛 1 :52 32.5 7 . 7 0.33 0.037

率 池からの出日の水路で採水 (流水)



神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

自然保護センター野外施設のホタルについて

古 内  昭 五郎滋

自然保護センターは郷土本来の生物相の復元を図 り,そ れを県民に見せることで自然保

護思想の普及を行 うことを目的としている。野外施設には 「ホタルの里」 を設け,こ の地

にゲンジボタル ・ヘイケボタルを定着 させる努力を払い, また普及啓発のためのホタル見

学会 を行ってきた。

ここでは 「ホタルの里」の管理方法と,ホ タル見学会の運営内容について報告する。

1.立  地

当センターの野外施設は, 日向山東麓の タタラ沢に沿った,東 向き幅20～30m,長 さ250

mの 水田跡地 を取得 (1978)し,そ の周辺の森林 ・畑地 を含め設けられたものであ り,
「ホタルの里」は谷戸の最奥部にある。

タタラ沢は, 日向山の東麓にある標高20mの 丘陵地からの二つの沢を源流 とする(図1鴻

野鳥の森

↓
圃
＞

物

ケ期的！ァ‐′↓

榔
舛
ン鴻
〉，日日日日日日「

タ
タ

ラ
沢

韓の虫

―

↓

昆

や い

野外jE投断面模武図

図 1.野 外施設続略図

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature COnservation Center
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南北の台地 と谷戸との標高差は20～30mで ,そ の斜面はかっての薪炭林がほとんどだが,
一部に若いヒノキ植林地がある。谷戸の西 (水源側)は 30～40年生のスギ林であり,そ れを

取 り囲みアズマネザサが密生している。

沢の流量は 「ホタルの里」の西の隅で,渇 水期 (1月)は ,本流力洵.75〃/sec,支 流が0。50

〃/secで ,合 計1.25ゼ/secで ある。

施設内の年間平均水温は13.2℃,冬 期は6.4℃,夏 期は18.8℃,最 高水温は25.0℃であ

る (表1,図 2)。

タタラ沢の流水量の変動と水質汚染を防止するため,水 源一帯の約 8 haの森林 を1990

年に取得した。この上部は共有林等であり今後の伐採の懸念はほとんどないと思われる。

表1.各地点における平均水温                            1989年

(注)O毎 月 3回 (1日 , 10日,20日 )
○夏期平均 18,8℃

o冬 期平均 6.4℃
○最高水温 25.0℃(②アサザの大池の水路)
○最低水温 1.0℃ (①タタラ沢橋 ③緑化見本国からの橋)
①～②の測点は図1参照

月 観 測 点 平 均 水 温 最高
水温

低
温

最
水

野外
温度① ② ③ ④ ③ ⑥ ② 平均
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○毎月10日ごと3回観測 (1日 ,10日 ,20日 )

図2.野 外施設水路の平均水温 (1989年)
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2 .管  理

「ホタルの里」へのタタラ沢からの導水は,流速を10～20cm/sec, 水深を1～30crlに

確保することの二点に留意して,用 水路を掘削した (図3た

ぴ
水

一

或素掘

篇
子`

■       q

沢 回路

落葉広葉樹林

ホタルの里見取図

源本路      水 路

ホタルの里断面模式図

図3.ホ タルの里概略図



61

用水路は当初二面張 りの板水路 としたが水漏れが多く, しばしば水枯れを起こし維持管

理に負担がかかることから,そ の後深 さ70clll,幅30cmの素掘水路に作 り直した (図4鴻

現況の地形に合わせて段差 と緩衡地帯を作 り,蛇 行させ多様な水路形にした。水路の底

は二石を敷き詰め,流 量調節のために丸太を打 ち込んで段差を作った。水路の壁面は婦化,

産卵に配慮 し,硬 上の所は素掘のままで,湿 潤地には二つ督Jの木材と焼 き丸太を使用して

崩落防止をした。なお水質浄化のためにセキショウを植 え込んだ。

二面張板水路 (漏水)

素掘水路 (玉石を敷き詰める)

薫掘水路(焼九太打込み,両側セキショウ植込む)

素掘水路 (二つ割材を2列 に重ね九太で止める)

丸太で止める

図 4,ホ タルの水路構造図
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ホタルの発生は年ごとに差がある (表2)。

開設当初の昭和56年も若子の自然発生はあったが,ホ タルの定着 を図るため自然保護セ

ンター内で飼育 したゲンジボタルの幼虫を,昭 和55年5,000頭,56年2,0011頭.57年1,800頭.

計8,800頭を放流 した。ヵヮニナは自然増殖 もあるが,毎 年30k9程を放流 している。

沢の水温上昇 を防 ぐ目的から,直 射 日光の当たらぬよう沢の南斜面は落薬広葉樹林を育

てた。一方カワニナの餌 としての藻類の増殖 を促すために, ところどころ日が差 し込むよ

う年 1～ 2回 の枝払いなどを行っている。

谷戸のオープンスペースと斜面の高木は,成 虫の繁殖のための飛翔空間として有効であ

る (図5)。

湿生植物園

図5,野 外施設模式図
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3.ホ タル見学会

昭和61年から一般県民を対象にホタル見学会 を行ってきた。発生最盛期を中心に15日間

午後 7時 から9時 までとし,ホ タルとホタルの生息環境についての解説を行った上で 「ホ

タルの里」に案内 した (表3鴻

表3.ホ タル見学会実績表 (昭和61年度～平成2年度)

参 加 人 員 ホタル発生状況 備 考

昭和 61年 度

(/1～/t7)

個人 団体 計 ダンジ ヘイケ 計 最大7/12t1465人
ダィジ7/8 72頭
ヘイケ7/32 457頭2043 2975 5531 o156

昭和62年 度

(7/1～7/17)
5186 ッ28 6414 ６

Ｊ 2625 3220

最大7/tl仰叩78人
ゲンジ7/2 95頭
ヘイケ7/4315頭

昭和63年 度

(6/28～714

7202 5503 6430

最大7//2位),3郷人
ゲンジ6/23 259頭
ヘイケ6/28 691頭

平成 元 年度

(6/23～79)

ａ
０

３９

″
9672 1130 4700 5830

最大7/4住ナ響9人
ゲンジ6/25 140頭
ヘイケ7/7 630頭

平成 2年 度

(6/20～76)

8909 800 9709 889 1409 2298

最大6/23c)"7s人
ゲンジ6/22 98頭
ヘイケ7/6 172頭

計総 )2303 4378 )6681 4166 19768 ど3934
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参加者は休日の前日と休日が特に多く, コースの設定に苦慮 した。

このホタル見学会は教育普及効果を認めるものの,ホ タルの繁殖行動への影響 も指摘 さ

れているので,今 後の実施方法に検討の余地がある。

文   献

神奈川県立自然保護センター (編)1983ゲ ンジボタルの飼育 業務報告昭和57年度 :59

神奈川県立自然保護センター





神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

県花 「ヤマユリ`LJ′れ御 例ヶαれ句)」の植栽について

大 野  啓 一朗 ※ ・増 子  忠  治
※ ・柳  下  良  美 ※

1982年度から農政部農業技術課で,「 県花ヤマユリ保護育成事業」が実施されており,

1984年度から 「ヤマユリの里」の一つとして自然保護セーターが選定された。

当センター野外施設にヤマユリの生育に適 した場所を選び,こ れまでに約 1,500球植栽

したので,そ の概要を報告する (表1鴻

なお,野 外施設での植栽場所は,図 1に示すとおりである

表1.「 ヤマユリ」の植栽状況
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植栽年月日 糖栽場所 寓栽数 L芽叡 L芽辞 現在の
残存散

入手先 備 考

1984年11月20日
B

(昆虫の森)

球

　

　

０

球
　
　
９

％

　

　

８

球

　

　

２
神奈川県

農業技術謀

01984年 11月20日みどりの実戯団体津久井
地区代表12名外12名の24名で植栽,土 壌

厚層多腐植質土PH 6.4,植 栽後 1球づ
つ竹をたてて目じるしをした。

01987年 8月 3日 イノシシの被害を受けた
01987年 8月 5日 ～23日17球開花

1986年 11月 29日
A
|″卜れあいの広場|

神奈川県

農業技術課

01987年5月16日 出 茅数調査
01987年8月 5日～23日 7球 欄花

1986年12月16日
A

|ムれあいの広場)

横浜市

帥サカタ

01987年 5月 16日 出 芽数調査
01987年 8月 10日～25日 76球 開花
〇植栽した山ゆりの球根より自然にあった

山ゆりの生育が目立った。

1987年11月218

A
1′ヽれあいの広場)

D

(野鳥の森)

100
横浜市

l■lサカタ

01988年 5月 10日 出 芽数調査
01988年 7月 29日～8月 24日 50球 開花
01988年 12月3日 盗 難40球

1989年11月3日
C

(昆虫の森)

神奈川県

農業技術課

01990年 5月 10日 出 芽数調査

1990年11月1日

B

(昆虫の森)
D
(野鳥の森)

神奈川県

農業技術課

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center



68

ヽ

東
ぐ
々
留

球
壇
Ｇ
３
Ｓ
卓
■

，

Ｆ
ゝ
ミ

注
球
韓
翠
Ｇ
い
、
予
ャ

．
高
因



神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

自然保護センター薬用植物見本国の植物目録

増 子  忠  治 漂 ・ 井 上  七 五三米

List Of Medicinal Plants

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Tadaharu NIASUKO and Simezo INOUE

自然保護センター用地の拡大に伴ない,緑 化見本国に設けられた薬用植物見本国につい

て,平 成2年 度に薬木類を中心として拡充整備を行ない充実をはかった。この結果,薬 用

植物見本国で展示されている薬用植物は,62科153種(木本類34科58種,草 本類43科95種)

となり,こ こに目録 を作成したので報告する。

薬用植物見本国の見取図及び植栽場所は,表 1及 び図 1に示すとおりである。

なお,薬 用植物の収集に御協力をいただいた中川重年氏,加 藤あき氏,荻 山太一氏,佐

野一二三氏,小 山直次氏,毛 利敏夫氏に厚く御札申し上げる。 ・

図 1.薬 用植物見本国見取図及び植栽位置図 (A～ Nは 表1の植栽場所を表わす)

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature COnservation Center
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表 1.業 用植物見本国展示植物目録

学

:類

アオキ ミズキ Aucuba 』 aponlca A

アカマツ マ ツ Pinus densiflora A

アカメガシワ ,ダ イグサ Ma1lotus iaponicus A

アジサイ ユキノシタ drangea alacrophylla A

アセ ピ ツ` ツ`シ Pieris faponlca A

アマチ ヤ ユキノンタ rdrangea ttacrophylla forma thunbergi A

イチジク クワ 「icus carica A

イチ ョげ イチ ョ亨 Gink宮o biloba A

'|ンギ ユキノシタ Deutzla crenata A

エゴノキ エ
「
ノt StyraX 3apOnica A

エ ツ マ ツ マ ツ Picea nezoensls A

エ ンジュ マ メ Sophora 』 aponica A

オオ ツ /`ラ フジ ツヅラフジ Sino回eniutt diversifollua F

オニグルミ ク,レミ Jurlans aandshurica A

カ キ カ キ Dlospyros kaki A

カ リン 夕ヽ ラ Pseudocydonla sinensls A

キササう ′ウゼ ンカズラ Catalpa ovata F

子 メヽタ ミカン Phellodendron amutense K

キプシ キフ
'シ

Stachyurus praecox A

クサキ 7マ ツプラ Clerodondron trichoto8uE A

ク ス ノキ クスノ: Cinna口o8uR Cattphora A

クチナシ ア カ Gardenia jasninoides A

クマ ヤ ナ ギ クロウメモ ドキ Berchemla race8osa

ケンポナシ クロウメモ ドキ ‖ovenia dulcis A

/t■ 'スノキ Laurus nobllis A

コクサ式 ミカン Orlxa laponlca A

コ ノテガ シワ :ノキ Blota orientalis A

コプ シ モ クレン Hagnolla kobus F

ゴ シュユ ミカン Evodia rutaecarpa F

サイカチ マ メ Gleditschia japonica A

サネブ トナツメ クロウメモ ドキ Zizvphus JuJuba A

サ ンシ ョウ ミカン Xanthoxyum piperitutl A

ザ クロ ザ クロ Punlca ttranatull A

ツメイヨシノ ′ヽラ Prunus vedoensis A

タラノキ ウコギ Aralia elata A

ツパキ ツパキ Camellia japo,oca A

テンダイウヤク クスノキ Benzoin strychnifollun A

トウネズミモチ モ クセイ LittustrttlR ]aponlcum A

ナツメ クロウメモ ドキ Zizyphus jujuba A

ナ ン テ ン Nandina donestica A

ニオイヒバ ヒノキ Thuja occidentalis A

ニ リ ケ イ クスノキ innatlolllum Lourelrll A

ヌ'レデ ウルシ Rhits SaVanica A

ネムノキ マ メ Albizzia julibrissin Ａ
一ノイバラ バ ラ Rosa ntlltiflora A

ノウゼンカズラ ノウゼ ンカスラ Cattpsis chinensis F

ハ マ ナ ス バ ラ Rosa rugosa A

バ クチ ノキ ブヽラ Prtinus zippeliana A

ヒメウコギ ウコギ Acanthopanax siebOldianu A



フ ジ マ メ Wistaria r10ribunda A

ホ オ ノキ lia obovata N

爪 守 ツ キ ンポウゲ Paeonla suffruticosa

マ ツフサ モ ク ン Schizandra nigra

ミツパアケビ アケビ Akebia trifollata F

ムクゲ ア オ Hibiscus syrlacus Ａ

・
ム ベ アケビ Stauntonia hexaphylla F

メ ギ メ ギ Berberis thtlnber【11 E

レンギ ヨ モクセイ 『orsythia suspensa A

ア イ タ デ PolJgonuln tinct9riせ コ

アンタバ セ リ Angelica keiskei 」

アゼムシロ キキョウ Lobella radicans H

アワコガネイク キ ク ChrySaFlthemuBl lavandulaeFoliunl C

イカリツウ メ ギ Epimodiutt macranthutt var.vlolaceun F

イチハツ アヤメ lris tectoruR G

イヌホウズキ ナ ス Solantitn nigrun
1型 _

1盤持
I  H

I  D

ウド
ェビスグサ 移主上__I Aralia cordata

i Cassia tora 曙

一一”一お
匹豊ptiS jRュOniCa  _____
I Plantago asiatica

I  F
I   F

オキナグサ キンポウゲ 面面rsatill五五どrnlla 氏

オシダ ウ ラ DryOpterls crasslrhi2081a D

マ キ キ ンポ Aquileria flabellata N

オナモ ミ キ ク Xanthiutt struttariual M

オモ ト ュ リ Rohdea japonica E

カタク l エ リ Erythronlll田 』aponicun F

カラスウ! ウ リ lchosanthes cucuneroldes F

カラスビシャ“
サ イ モ Pinellia ternata G

カワミ ドリ シ ツ Agastache rugosa E

カワラヨモギ キ ク Artettisia capillaris

カンアオイ マ ノスズ クサ Asarual nlpponicun E

キキ ョ| キ t とヨ' Platycodon grandifloru回 E

寺グチアロェ ユ リ Aloe arborescens 」

キ ツネ ノ マ ゴ キツネ ノマゴ 」usticla procuttbens E

ク コ ナ ス lyclun chinense A

クサ ツ テ ツ ウラボ シ Matteuccia struthiopteris A

クズ マ メ Puerarla Thunber召 lsns A

クソニ ンシン キ ク Arte回lSla annua M

クマ ツプ ラ クマ ツヅラ Verbena officinalis A

クララ マ メ Sophora angustifolia E

ゲ ン ノ シ ョウ ヨ フ ウ ロ ツ r Geraniu18 nepalense E

コウホネ スイ レン Nuphar japonicutB H

ヨガネバナ シ ソ Scutellaria baicalensis M

サイタヽイラン ラ ン Cremastra appendictllata E

サポンソ: ナデシヨ Saponaria officinalls

サランナシ ョウマ キ ン Ci口icifuFa Sittplex C

シラ ン ラ ン Bletilla striata H

ジギタ リス ゴマ ノハグサ Dittitalis purplirea N

ジヤノ ヒゲ ユ ! OphiopOFOn Japonicus E

ススキ イネ Miscanthus sinensls

セキ ショウ サ イ モ Acortls rra81ineuS D

セ リバオウ レン キ ン月「ウゲ Coptis japOnica FortBa brachypetala F



セ ンキ ュ ウ ヤ ' Cnidiusl officinale

ヤ ンチ l Jホウ ズ キ ナ ス Physalis angulata E

ゼニアオイ アオイ Malva sylvestris var.日 auritiana A

ツ ク ズ スイカズラ sa口bucus chinensls A

づ ソ`J卜_h~ ノ`r シ ツ Scutellaria indica E

ダ イ コ ン ツ r バ ラ Ceu口 japonicun F

チガヤ イ ネ I口perata cylindrica C

ツクシ トクサ Equlsetutl arvense A

ツ,レドクダ ミ タデ Poly質onu田 巴ultifloru8 F

ツワフキ キ ク Ligularia tussilaginea

ア ン シ ツ ウ 〒 レ ウ ノ`リ ‖arsilea quadrifolla

トウキ セ 1 Ligusticum acutilobu田

トクサ トクサ Equisetutt hie8ale Iヽ

トモ エ ソ ワ オ トギ リツウ ‖ypericun ascyron E

ドクダ ミ ドクダミ Houttuynia cordata F

ナデシヨ ナデ シヨ Dianthus suDerbuS K

ナンパ ンギセル ハマウツポ Aeginetia indica D

ニ ラ ユ l Alllun tuberosun H

ニ ンニ ク ユ リ Alliu口 sativun fortta pekinense H

ノ打 ギ ' 'り" キ ク Achillea sibirica E

ハ シ リドヨロ ナ ス Scopolia Saponica F

ハ ッカ シ ツ Hentha arvensis varepiperascens K

夕ヽ トム ギ イ ネ Colx Ma―yuen G

ハナスゲ ユ l AnetEarrhena asphodeloldes L

ハ ラ ン ユ リ Aspisistra elatior K

ハ ング シ ョウ ドクダ ミ Saururus chinensls S

バイモ ユ リ Fritillaria Thunberril H

ヒオウギ アヤメ Iris setosa M

ヒガ ンタヽナ ヒガ ンノヽナ Lycoris radiata D

ヒキオコン シ ソ Isodon japonicus C

ヒ トツタヽ ウラポ シ Pyrrosia lingua A

ヒメガマ ガ マ Typha angustata H

フ キ キ ク Petasites iaponicus A

フジパカマ キ ク Eupatoriu■  s toechados8tu田 E

フタマタマオウ マオウ Ephedra distachva D

ヘ クツガズラ アカネ Paederla scandens F

ペニバナ キ ク Carthalmus tinctorits N

z f s ッヽフ ク ワ Hu口ulus lupulus L

マ ツカゼ ソウ ミカン 8oenninghausenia albiflora A

ミシマサイコ ヤ l Bupleurun falcatuR I

ミツハ ギ ミツハギ Lythrual anceps 】

ミ ツガ シ ワ リンドウ Henyanthes tri=oliata 1

ミョウガ ミョウガ Zin【ュber E110寓a R

メハジキ シ ツ Leonurus sibirictis N

ヤ フ ラ ツ ■ 1 Liriope Frallinifolla D

ヤマユ リ ユ リ Lillu□ auratull D

ユキ ノシタ ユキ ノシタ Saxifratta stolonifera F

ヨ シ イ ネ Phrar口ltes co回RuniS H

ヨモギ     iキ ク Artettisia vulgaris var,indica         i    F
リン ドウ Sentiana scabra var.Buertteri Eリン ドウ

(学名は,牧 野新日本植物図鑑による)



写真 1 薬 用植物見本園 (1989。11.23)

写真2.ア ワコガネギク.キク科 (1990.11.8)

写真 5,ヒ オウギ.アヤメ科(1990,7.11)

写真 3.カ ワミドリ.シソ科 (1989.9.5)

写真4.ト モエソウ。オトギリソウ科(1990.7.9)



写真 6.カ タクリ.ュリ科(1990.3.20)

写真 7.バ イモ.ユリ科(1990.3.5)

写真10.ク マツプラ.クマツプラ科(1990.9.12)

写真8.ミ シマサイコ.セリ科 (1989,10.3)

写真 9.ウ ツボグサ.シソ科(1990.7.10)



写真11.ツ ワブキ`キク科(1990.10.31)

写真12.ナ ンバンギセル.ハマウツボ科(1989.10.1)写 真13.ヒ ガンバナ.ヒガンバナ科(1990.9.18)

写真15.オ シダ.ウラボシ科(1988.915)写真14.フ ジバカマ.キク科(1989.10.10)



写真16.ゴ シュユ.ミカン科(1990.11.23) 写真17.ザ クロ.ザクロ科(1990.8.23)

写真18.ク コ.ナス科(1990.12.12) 写真19.テ ンダイウヤク.クスノキ科(1990.10.10)

写真20.ク チナシ.アカネ科(1990.12.4) 写真21.カ リン.バラ科(1990.10.31)



神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

葉山 トラス ト緑地における植物の現況

大 野  啓 一朗※ ・増 子  忠  治 ※・柳 下  良  美 ※

Plants in the Hayama National Trust Area

K e i i c h i r o  O H N O , T a d a h a r u  M A S U K O  a n d  Y O s i m i  Y A C I s I T A

は じ  め  に

地球的規模で,環 境破壊が拡大進行 し,環 境問題が大 きくクローズアップされており,

近年,各 国において自然環境 を守ろうとする運動がますます高まっている。

本県においても,都 市化の進展により,著 しく減少しつつあるまちのみどりを守るため

に,か ながわのナショナル ・トラス ト運動が展開され,緑 地が保全されている。

現在ゃ県下で 9か 所の トラス ト緑地があるが,細 部についての植物調査が十分に行われ

ていない。このため,当 センターでは, これらの緑地の植物の実態について,現 況調査を

行い,今 後の トラス ト緑地の保全管理に資するものである。

平成 2年 度は,都 市近郊地域内の緑地 として代表的な葉山 トラス ト緑地について植物調

査を行ったので,そ の結果を報告する。

調査地の概要

調査 を実施 した葉山 トラス ト緑地は三浦郡葉山町一色に位置 し,国 道 134号 線と県道野

比葉山線が交差する南東の一角にある。本緑地は,か ながわナショナル ・トラス ト緑地の

一つであり,面 積は10,572Hfである。調査地は,や や谷間状の平坦な市衡地に,標 高40m

の築山状の独立した山を中心とし,南 東方向に細長く,緩 やかな形状 となっている (図1)。

調査地の山の周辺は住宅地である。

調 査  方  法

調査は1990年7月 から10月にわたって行った。調査区は葉山 トラス ト緑地の商西斜面と

北東斜面,各 々の尾根直下部,中 腹部,下 部,計 6か 所 (図1)を 選び, 1調 査区の面積

を10×10ポとした。各調査区ごとに第 1層 (樹高 8m以 上),第2層 (同3～ 8m),第 3層

(同3m以 下)に分けて,第 1層 と第 2層 の林木については樹高,胸 高直径,枝 張 を測定し,

林木の位置を測量 し,第 3層 については全出現種の個体数を調べた。なを,各 階層につい

て樹木の活力状況等もあわせて記録 した。また,植 物目録 を完全なものにするために・調

査地の周辺部の植物調査を行った。

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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調 査 結 果

1.葉 山 トラス ト緑地の植物

全調査区内および調査地の周辺部に生育する植物は表 1に 示すとおりであり,同 調査地

で生育が確認 された植物は52科131種であった。

2.調 査区の現況 と植物調査結果

各調査区の地形および林木の位置と樹冠投影図並びに毎木調査 と草本調査 を行った結果

は表 2～ 7に 示すとおりであった。

3.現 況調査で認められた事項

1)葉 山緑地の林相

本調査地の林相は本緑地の北西部にある標高40mの 出の西斜面の一部にスダジイ,モ チ

ノキなどの常緑広葉樹林があり,そ のほかの大部分はヤマハゼ, コナラ,カ ラスザンシ ョ

ウなどの落葉広葉樹林であった。また,調 査地の最高東部の一隅にモウソウ竹林があった。

2)樹 木の活力状況                  `

山の北斜面のD,E, F各 調査区の第 1層 のクヌギ, コナラ,ア カガシなどの生育は良

好であったが, これらの隣接木や第 2層 の林木の多くは被圧 されて,生 育はやや不良であ

り,樹 勢がわるかった。一方,山 の西斜面のC調 査区のスダジイやモチノキの優 占する常

緑広棄樹林では,急 傾斜地による土壊の流亡が著 しく,多 くの林木の根部は露出しており,

スダブイの葉の色はやや黄緑色で,新 梢の伸 びが悪 く,や や表弱 していたが,モ チノキ

の生育は正常であった。また,土 壊の浅い尾根筋付近の衰弱 しているスダジイの根元が地

際部を中心に腐朽 しており,キ ノコ (サルノコシカケの一種)が 認められた。

3)緑 地の樹林の将来性

緑地の今後の樹林 を推定する上では,ス ダブイや タブなど,将 来,高 木となる常緑広葉

樹が各階層にどれだけ生育 しているかが重要となる。C調 査区ではスダジイが第 1層 と第

2層 に優 占するが,第 3層 にはヤブニッケイ, シログモが多かった。また,ヤ マハゼが優

占するA,B調 査区でも第3層 に出現する常緑広葉樹はシロダモ,ヤブニッケイが多かった。

以上のことから現状が推持 されるとこの緑地は徐々にタブ,ヤ ブニッケイ, シロダモ林

へ移っていくものと推定される。

お わ  り  に

今回の植物調査は夏から秋にかけて行ったため,落 葉樹林内に生育する春から夏にかけ

て,開 花結実して枯れてしまう草木類は記録されていない。今後,春 期の調査を行うこと

により,よ り充実した植物目録とすることができる。また,本 調査にあたり,調 査地内に

6か所の固定した調査区を設けたので,数 年後に同様の調査を行うことにより,森 林の遷

移を詳細に把握 し,今 後の トラスト緑地の管理,保 全のための資料として役立つものと思

われる。
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献

宮脇 昭  他  1972 神 奈川県の現存植生 神 奈川県教育委員会 横 浜

牧野富太郎  1979 牧 野 ・新日本植物図鑑 北 隆館

神奈川県植物調査会  (編 ) 1988 神 奈川県植物誌 神 奈川県立博物館 横 浜

殿

図 1.調 査地 と調査区
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葉山緑地 A調 査区の植物調査表

調査年月日 1990年   8月  15日

調査面積 100  nf

調 査 地

方  位 S  W 傾  斜 5度

斜面の形状 下降斜山i

土  域 褐色森林土 BD型

慢 占 lll ヤマハゼ 林床優占栖 メダケ

階  層 舞ら層
第 3肘

上

ｍ
下

以
８
以

ｍ
”　
ｍ

８
３
３

】

▼

ム

ヽ
．

‐

/ 、ヽも
メ  ｀

｀
■,こT=

r,′ ″
''

′拓 ・11

1フ ガ
ノ

i″てそ
″
夕 ・13、

一 一 第 1層

………
第2層

樹冠投影図



87

第 1・第 2層 第 3層

】フクザマ
ゼ
　

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

シ

ハ
　

ハ

ハ

ハ

ハ
ラ

オ

マ
ブ

マ

マ

マ

マ
ナ

際

障
移
卜

汁

特
昨

Ｂ

１

２

　

７

。

５

４

３

３

第

　

‐
　

．
．

‐

．

1 0 . 6 1   2 2

10 1   15。2

1 0 1   2 4

10 1    14

1 0 1   1 4

1 0 1   1 2

9.7 1    26

9,41 1  10.5

イ

　
キ

ワ
ゼ

キ

ジ

　

ノ
ビ

ハ
ノ

ダ
ブ

チ

ヌ

マ
チ

ナ

５

６

８

１

・

９

４

7.85

5“1 5

5。1

4 . 1

35

1 0 . 5

8 . 6

3 . 8

15

1 0 , 1

種 名 個体数
Xタ ケ
アオキ
ンロダモ

十フ
゛
ニッケイ

ヤソ`デ

ヤフ
｀
ラン

ジヤノヒゲ

ネズミモチ
Lチノキ
ヤフ

｀
ツクヽキ

テイカカズラ
ニノキ
ナンテン
げマズミ

イヌビワ
マルバシャリンパイ
ンユロ

,ル トリイバラ
ムクノキ
方ヤキ
ゴンズイ
ヤズタ

fポタ
▼マハゼ
ミツパアケビ
トベラ

イヌガヤ
マ,レ′ヽク

・
ミ

ヤマグワ
マユ ミ

オモ ト
ヤマノイモ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

■

1

1

1

1
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表3.棄 山緑地 B調 査区植物調査表

高淑

調査年月日 1990年   8月  29日

調査面触 100  Hf

調 査 地

方  位 W 傾  斜 31 度

斜面の形状 上昇斜苗i

土  域 褐色森林土 BD型   土 層浅く、乾操

優 占  ITl ヤマハゼ 林床優占細 アオキ

階  層
上

ｍ
下

以
８
以

ｍ
”　
ｍ

８
３
３

層
層
層

１

２

３

第
第
第

点
、料
″ヤ

′

Ｒ

ｌ

３

，

，

予

′

十 一 第 1層

……‐
第2層

樹冠投影図
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第 1・第 2層 第3層

岨
Ｈ
・。
９
・３
７
４
２
５
１
３
・２
・６
‐５
・７
・４
８

障喜チ1喜
くダジィ
くダジィ
くダジィ
rマ ハゼ
ラフ

'ノ
キ

ヨナラ

Fマハゼ

=チ ノキ

:チ ノキ

1 0 . 6

1 0。5

1 0 , 3 5

1 0。2

1 0 . 1

9 , 9

9 . 5 5

9 . 5

9 . 1

9

8,85

8.8

8.7

8.5

8.4

8

21.2

14.5

21

1 8 . 8

1 8 . 8

1 0 . 5

16

19.4

25

16

13.5

20.8

1 0 . 5

14

11

9 . 6

６

２ ６

３ 。

１ ９

２ ９

・ ８

２ ８

２ ７

２ ．

２ ３

３ ．

２ 。

２ ４

２ ２

1 0 . 5

7 . 2

15

8 . 5

9。4

9

6 . 5

3 . 8

5 . 8

7

6 . 4

4 1 6

6

6

チノキ
チノキ

プツバキ
マハゼ

ブツバキ

フ
「
ツバキ

マハゼ
マツカ

フ
ド
ツ′ヽキ

ブツパキ

フツパキ

フ
Fツ

クヾキ
チノキ

ブツバキ

6 . 7

6 . 5

8 . 4

6 . 4

6 . 3

6 . 1 5

6

5 , 4

5 , 2

5

5

4 . 9

4 . 7

4 . 6

種 7 j 個体数

▼フ
ヤ
ツバキ

アオキ
ンロダモ
ヤフ

や
ニッケイ

テイカカズラ
ネズミモチ
▼ツデ
十プコウジ
ンュロ

ジヤノヒゲ

マルタヾシャリンバイ
ヤフ

'ラ
ン

文ダケ
イヌビワ
7,レタヽリデミ
〔チノキ
ヤヅタ
7テバシイ
ンブノキ
クマワラビ
ニメカンスゲ
けクレミノ
とイラギ
fヌガヤ
マサキ
カツヅタ

fヌマキ
ンャリンタヾイ
ニメユズリハ
スダジィ
クロモジ
'マイタチシダ
7ン リョウ

１

２

７

６

８

７

６

９

８

７

５

５

５

４

４

４

４

３

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

５

３

２

２

１

１

１

土壊断面図
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表4.葉 山緑地 C調 査区の植物調査表

一ぱ

調査年月日 1 9 9 0年 9月 5日

調査面積 100  nf

調 査 地

方  位 W 傾  斜 34 度

斜面の形状 上昇斜面

土  域 褐色森林土 BD型   土 層やや浅く、乾燥

催 :1 1Tl スダシイ 林床催ドilTl アオキ

階  層
上

ｍ
下

以
８
以

ｍ
”　
ｍ

８
３
３

層
層
層

１

２

３

第
第
第

′      ｀   ヽ

4`、、・17、デ
｀

一 一 第 1層

……‐第2層
樹冠投影図



第 1・第 2層 第3層

4 1ク マノミズキ

11 ス ダジイ

9

8 . 7

8 . 5

8 . 5

8 . 2

26

16

22

19.3

10

ダジイ
ダジィ
ダジイ
ブノキ
ブツパキ
ブノキ
ダジィ
ブノキ

卵
・２
”
６
・８
２
３
３
１
・４
・５
‐９
・７
・３
‐６

7 . 9

7 . 8

7 . 4

6 . 7

6 . 6

6 . 4

8 . 4

6 . 1

5 . 6

5 . 1

4 . 4

4 . 3

4

3 . 6

12

18

26

6

8

22

22

14

8

8

4

6

4

4

種 名 個体数
▼フ

fニ
ッケイ

ンロダモ
▼フ

｀
ツバキ

タブノキ
マサキ
ヤブョウジ
チイカカズラ
わクレミノ
十ヅタ
▼ツデ
″オキ
こチノキ
ンュロ

で,レバク
・
ミ

スダジイ

ノワブキ
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☆ダケ

Fフ
゛
ラン

トズミモチ
トベラ
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rヌ ビワ
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ンスノキ
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ジャノヒゲ
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５２

２‐

１８

‐３

ｎ

ｍ

７

７

７

７

６

６

６

６

５

５

４

４

４

３

２

２

２

１

１

１

１

土壊断面図



調査年月日 1 9 9 0年 9月  1`9日

調査而槙 1 0 0  「 r

調 査 地

方  位 N E 傾  斜 35 度

斜面の形状 下降斜面

土  域 褐色森林土 BD型   土 層深く、通湿

侵 占  ITl コナラ 林床侵占ITl アオキ

階  FB~
上

ｍ
下

以
８
以

ｍ
”　
ｍ

８
３
３

層
層
層
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２
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第
第
第

表5.葉 山緑地 D調 査区の植物調査表
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No. 1  樹 木名 高さ 胸 高直径

第 1層 〕
1

1 2

1 1

ヨナラ
クマノミズキ
アカガシ

1 5 , 1

1 4 . 9

13.2

38.26

20

36

郭‐３・９・４２・８４・７・６２３２５・０３２。２‐７２２６９‐５８２４５

ヤフ
や`
j′バキ

ヒサカキ

モチノキ

タプ ノキ
カクレミノ

クブノキ
カマツカ

イヌビワ

ヤブ ツパキ
カマツカ

カクレミノ
ヒサカキ
タブ ノキ
カクレミノ

タブノキ
と、ラサキシキフ

｀

カクレミノ

ネズミモチ

タブノキ
スダジイ

イヌビワ

カクレミノ

6 , 3

8

5 , 7

5 . 6

5 . 5

5。3

5。1

5

4 . 8

4 . 5

4 . 3 5

4 . 2

4 . 1

4 . 1

3 . 7

3 . 6

3 . 5

3 . 5

3 , 4

3。3

3 . 1

3

８

７

７

０

６

８

４

２

４

３

３

８

４

３

３

３

３

３

４

３
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３

第 1・第 2層 第 3層
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雛
やや硬い

黒色土

軟らかい
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・
―

―

に
　

　

７

　

　

　

　

０

種   名 個体数
アオキ
こチノキ
ジャノヒゲ
クマワラビ
ヤブニッケィ
マツデ
ンュロ

イヌマキ

ネズミモチ
デイカカズラ
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・
ミ

ンブノキ
7ュ ヅタ

Fブ コウジ
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t
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６
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３

３

３
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表6.葉 山緑地 E調 査区の植物調査表

調査年月日 1990年   9月  27日

調査面積 1 0 0   H f

調 査 地

方  位 N E 傾  斜 30 度

斜miの形状 平衡斜面

土  域 褐色森林土 BD型   土 層深く、湿潤

優 占  lTI カラスザンショウ 林床優占種 アオキ

階  層

上

ｍ
下

以
８
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ｍ
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８
３
３

層
層
層

１

２

３

第
第
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~~ヽ
、

ぶ、下



第 1・ 第 2層 第3層
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ヨ

ヨ

ヨ
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ザ

ザ
ザ

ザ

ザ

ザ

ザ
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ラ
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ラ
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表7.葉 山緑地 F調 査区の植物調査表

調査年月日 1 9 9 0年  1 0月  2 5日

調査面積 100  nf

訂H 査  地

方  位 N 傾  斜 40 度

斜面iの形状 下降斜面

土  壌 綱色森林土 B Dtt  EL78深 い

俊 占  種 ヤマハゼ 林床lA■占種 アオキ

階  j曹
第 1層
第 2暦
第 3層

上

ｍ
下

以
８
以

ｍ
”　
ｍ

８
３
３

多/【x l

雑
↑

″
坤

一
膨

″″多ケ″ゝ千弔
｀``増―、ど

′

一 一 第 1層

―… … 第 2層

樹冠投影図
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第 1・第 2層 第 3層

‐４
Ｈ
‐２
７
３
‐。
９
‐７
５
８
‐５
‐６

マハゼ

マハゼ
ロダモ

マノミズキ

フ
fノ

キ
チノキ

サカキ

ブノキ

クレミノ

ヌビワ

ダジイ

ブ ノキ
クレミノ

ラサキンキブ

7 . 9

7 . 2

0 . 9

6 . 6

6 . 3

6 . 1

5 , 8

5 . 6

5 . 5

5。3

5 . 3

4 . 1

句
４

　
●

●
　

７
ｒ

　
食
ｕ

　
ｎ
ｕ

　

ｎ
ｕ

　
Ｏ
こ

　
氏
Ｊ

　
０
０

貫
Ｊ

　

ｎ
ｕ

　
頁
Ｊ

浮すとづ
キ

hウフ
・ツノ`キ

種 名 個仏狩

シャノヒゲ
アオキ

キズタ
ンュロ

ヤフ
・
ツ′ヽキ

ヤマイタチシダ

テイカカズラ
どナンカズラ

ヒサカキ
ヤツデ

イヌピワ

イノデ

マ,レタヽク
・
ミ

古オペニシダ

▼プヨウジ
ヤフ

'ラ
ン

タプ ノキ 、
スダジィ
ベニシダ

才、ズミモチ

ミツパアケビ
カツ`ヌfタ
フジ
〔チノキ
文ダケ
ンロダモ
十オノヽジャノヒゲ
イカ手 ンヽダ

６

８

６

６

６

１

０

６

５

５

４

４

４

４

４

３

３

３

２

２

２

１

１

１

１

１

１

落業1碑

土壊断面図
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写真 1.葉 山 トラスト緑地全景

写真 2.緑 地林縁(鎌倉保健所葉山支所裏) 写真3.ナ ショナル・トラスト緑地看板
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写真4.腐 朽 しているスダジイの根元部分 写真5.モ チノキの根(患斜面に生育してぃる

ため,根 が露出している)

写真6.ョ ナラ大本の樹冠 写真 7.急 斜面に生育しているスダジイ
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写真8.ヤ マハゼの構冠 写真9.林 内の調査

写真10.胸 高直径の測定 写真11.林 床の調査
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写真12.頂 上付近のモチノキ
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神奈川県立自然保護センター報告第8号 (1991)

湿生植物園等整備事業の概要

大 野  啓 一朗
米・増 子  忠  治 ※・仲 沢  功  貴

承ぷ・井 上  七 五三※

自然保護センターの野外施設の 1つ である水鳥の池は昭和61年度から同63年度までの 3

か年間にわたって整備事業が行われ,野外施設の上部の貯水機能と利水機能が確保された。

これに続く下部の湿生植物園の園路や畦畔等の痛みが進んでいるため,平成元年度に湿生

植物園等整備事業 を実施 し。園路の改修,新 設や畦畔等の漏水防止対策.池 造成等を行っ

たので,そ の概要を報告する。

1.湿 生植物園等整備の基本方針

湿生植物園は,休 耕田を利用して造成,整 備され,落 葉広葉樹に囲まれた自然環境豊か

な谷戸に多くの水生植物 を自然植生と調和するよう配植 し,植 物群落の観察と学習の場 と

して多くの県民に利用されている。 しかしゃ開園以来10年以上経過 しているうえに,同 園

は水田跡地 をそのまま利用しているため,国 内の施設の痛みが進んでおり,畦 畔の漏水が

著 しく,ま た水路の破損などが見られ,湿 生植物の保存に大きな支障を来たしている。

これに対しゃ毎年.土 盛.水 路補修等の応急処置 を講 じゃ維持管理に努めてきたが・本

格的な対応が必要となってきたっ昭和63年度に。同国の水系の上流に位置する水鳥の池の

整備事業が完了し,上 流における貯水機能と利水機能が確保 されたのを機会に.流 水系統

の整備と併せて湿生植物園の整備を進めため

2.湿 生植物園等整備事業実績

湿生植物園等整備事業の実績は表 1に 示すとおりであった。また。湿生植物周等整備事

業の工種と施行箇所は図 1に示すとおりであった。

(1)基 盤整備

ア.漏 水防止対策として畦畔の中央部に止水壁および止水板 を設けた。また。畦畔の

一部は盛土などにより補強した。

イ.園 路の改修及び新設については,湿 生地の本道の耐久性 を高め,桟 橋下にも光を

入れ,動 植物への影響 を配慮 しゃ グレーチング歩道に改修 したっ

ウ.遊 水機能の確保と併せて.多 くの水生植物 を植栽 しゃ展示するために池 を造成し

た。

工.流 水系統 を整備.調 整するため,タ タラ沢の護岸の一部に蛇篭と布団篭 を設ける

とともに湿生地内の水路の改修 と新設をした。

※神奈川県立自然保護センター

※※元神奈川県立自然保護センター
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(2)水 系統の管理

今までの湿生植物同は,水 の流入量が少なく,か つ。漏水が著 しく,ま た奏雨時の

流入土砂の推積により,年 々,陸 化する傾向にあったので,貯 水機能と利水機能の安

定的な確保を図 り,湿 生植物園としての機能 を充実するため,池 の造成,水 路の造成ゃ

漏水対策等を実施 した。

(3)施 工方法等

施工にあたっては湿生植物園およびタタラ沢に生息するホタルゃ ト ンボ等の水生昆

虫をはじめ,メ ダカ,カ ェル等水生小動物並びに水生植物等への影響 を少なくするよ

うに,機 械力を極力避けて,人 力作業をことし,施 行中の同排水についても、十分な

配慮を行 うよう努めた。

なを,施 行時期についても,動 植物の活動中生育期を避けて,10月 ～ 3月 とした。
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